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１【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した調査企画の全体像   
 

校種 小学校 

学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

出題範囲 小学校第 1・2 学年 小学校第 3・4 学年 

 

Ａ 話す・聞くこと 

ｴ 

大事なことを落とさない 

ｴ 

中心に気を付けて聞き、質問・感想 

・B【話聞】1-1 ・B【話聞】1-1 

・B【話聞】1-2 ・B【話聞】1-2 

 

Ｂ 書くこと 
ｲ 

構成:事柄の順序 
ｲ 

構成:段落の役割 

・B【書】5-1 ・B【書】5-1 

ｴ 
推敲：間違いに気付き正す 

ｵ 
推敲：間違いを正し、よりよい表現に 

・A【書】5-2 ・A【書】5-2 

ｵ 
交流:よいところ見付け感想 

ｶ 
交流:考えの明確さについて意見 

・S【書】5-3 ・S【書】5-3 

 

Ｃ 読むこと 

 

 

 

 

  

  

ｲ 

時間・事柄の順序 

ｲ 

内容の中心となる語・文 

・C【読】(説)3-1 ・C【読】(説)3-1 

  

内容の大体 段落相互の関係 

・B【読】(説)3-2 ・B【読】(説)3-3 

 事実と意見の関係、 

 ・B【読】(説)3-2 

ｳ 

人物の行動、想像を広げ 

ｳ 

場面の移り変わり 

・C【読】(文)4-1 ・C【読】(文)4-1 

・B【読】(文)4-2 登場人物の性格を想像 

・B【読】(文)4-2  

登場人物の気持ちの変化を想像 

・A【読】(文)4-3 

 

 

 

 

 

 

ｴ 

大事な言葉・文を書抜 

ｴ 

要点・細かい点・引用・要約：人物や情景の描写  

・A【読】(説)3-3 
・A【読】(文)4-3 

・A【読】(説)3-4 

・A【読】(文)4-4 

ｵ 

経験と結び付いた思いや考え 

ｵ 

自分の考えをもつ 

・S【読】(説)3-4 ・S【読】(説)3-5 

・S【読】(文)4-4 ・S【読】(文)4-5 
  

 

伝統的な言語文化と 
国語の特質に関する事項 

ｲ 

(ｳ)意味によるまとまり 

ｲ 

(ｵ)性質・役割による類別 

・C【言】2-1 ・C【言】2-1 

(ｶ)主語・述語の関係の理解 (ｷ)修飾語・被修飾語の関係 

・C【言】2-2 ・C【言】2-2 

(ｵ)文の意味に沿う句読点 (ｶ)辞書の利用 

・C【言】2-3 ・C【言】2-3 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

小学校第 5・6 学年 中学校第 1 学年 中学校第 2 学年 

 

ｴ 

話し手の意図を捉え、自分の意見と比較  

ｴ 

質問、共通点・相違点の整理 

ｴ 

論理構成・自分と比較 

・B【話聞】1-1 ・B【話聞】1-1 ・B【話聞】1-1 

・A【話聞】1-2 ・A【話聞】1-2 ・A【話聞】1-2 

 

ｲ 
構成:考えを明確にする文章全体の構成 

ｲ 
構成:段落の役割 

ｲ 
構成:立場、事実や事柄明確に 

・B【書】5-1 ・B【書】5-1 ・B【書】5-1 

ｵ 
推敲：表現の効果 

ｴ 
推敲：表記や語句の用法、叙述 

ｴ 
推敲：語句、文、段落相互の関係 

・A【書】5-2 ・A【書】5-2 ・A【書】5-2 

ｶ 
交流:表現の仕方に着目して助言 

ｵ 
交流:題材.材料.根拠の意見 

ｵ 
交流:意見、助言、考えを広げる  

・S【書】5-3 ・S【書】5-3 ・S【書】5-3 

 

 

 

ｱ 

文脈上の語句の意味 

ｱ 

抽象的な概念・心情を表す語句 

 ・C【読】(説)3-1 ・C【読】(説)3-1 

   

ｳ 

内容を的確に押さえ要旨を捉える 

ｲ 

中心・付加的な部分の読み分け要約 

ｲ 

文章全体と部分の関係 

・C【読】(説)3-1 ・B【読】(説)3-2 ・B【読】(説)3-2 

・B【読】(説)3-3   

事実と意見、感想の関係 要旨を捉える  

・B【読】(説)3-2 ・B【読】(説)3-3  

考えを明確にする   

・S【読】(説)3-5 3－4 中１   

ｴ 

 

ｳ 

場面の展開、人物の描写 人物の言動の意味 

 ・C【読】(文)4-1 ・C【読】(文)4-1 

 ・B【読】(文)4-2 ・B【読】(文)4-2 

   

人物の相互関係、心情を捉える  例示や描写の効果 

・C【読】(文)4-1  ・B【読】(説)3-3 

・B【読】(文)4-2 

・B【読】(文)4-3   

優れた叙述について考えをまとめる 

ｴ 

文章構成・展開、表現の特徴 

ｳ 

構成や展開、表現の仕方について根拠を明確に  

・S【読】(文)4-5 4-4（中 1） ・S【読】(説)3-4 ・S【読】(説)3-4 

 ・S【読】(文)4-3 ・S【読】(文)4-3 

   

   

   

ｵ 

考えを広げ、深める 

ｵ 

ものの見方・考え方を広げる 

ｴ 

見方・考え方の知識・体験関連付け  

・A【読】(説)3-4 ・A【読】(説)3-5 ・A【読】(説)3-5 

・A【読】(文)4-4 4-5（中 1） ・A【読】(文)4-4 ・A【読】(文)4-4 

 
 

  

 

ｲ 

 

ｲ 

(ｱ)音声の響き・仕組み 

ｲ 

(ｲ)同音異義語、多義的意味 

 ・C【言】2-1 ・C【言】2-1 

(ｷ)文や文章の構成 (ｴ)単語の類別 (ｴ)単語の活用 

・C【言】2-2 ・C【言】2-2 ・C【言】2-2 

(ｸ)敬語の使い方   

・C【言】2-3   

ｳ 
(ｲ)漢字の由来、特質     

・C【言】2-1   

 

  ※S～C：設問レベル、【話聞】話す・聞く能力 【書】書く能力、【読】読む能力 

【言】言語についての知識・理解・技能、番号：設問番号、(説)説明的文章、(文)文学的文章 
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２ 結果の分析と考察                      
 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階)(再掲) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.50 

 

第 4 学年 3.35 

第 5 学年 3.20 

第 6 学年 3.23 

中学校 

第 1 学年 3.22 

第 2 学年 3.12 

第 3 学年 2.99 

 

 

 

 

（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体)(再掲) 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 69.1 64.4 64.7 66.6 66.9 68.5 58.1

R1 15.8 20.1 19.8 25.3 26.0 28.7 19.1

R2 38.5 40.1 40.2 45.5 45.4 51.4 38.7

R3 61.7 59.4 62.4 64.8 64.9 70.4 59.8

R4 80.0 77.1 81.9 80.1 81.1 80.9 77.1

R5 92.6 89.6 92.7 89.5 90.8 88.6 88.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分な定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

6.5%

6.0%

6.0%

5.3%

6.9%

6.2%

5.6%

19.3%

17.8%

13.9%

13.9%

13.3%

12.6%

8.7%

49.1%

47.5%

42.5%

45.4%

44.0%

35.8%

31.8%

18.9%

15.6%

27.6%

23.4%

24.6%

31.0%

37.6%

6.2%

13.0%

9.9%

12.0%

11.2%

14.5%

16.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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〔学力段階に関する考察〕 

○「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標Ⅰに準拠すると、中学校第 3 学年にお

ける R3 以上の割合はおよそ 74％であり、令和 3 年度の目標値 80％からは 6 ポイント

低い状況である。しかし、平成 27 年度は 54％、28 年度は 63％、29 年度は 65％、30

年度は 69％と着実に目標に近付いてきている。 

 ○学年別に見ると、学年進行に伴って R1・2 の全体に占める割合が増加している。つま

ずき、学び残しがあるままに学年が進み、中学校第 3 学年では 26％の生徒が何らか

のつまずき、学び残しを抱えている状態である。一方、R4・5 は、学年進行にしたが

って割合が減少している。当該学年で期待される目標に対して十分満足できる水準に

あった児童・生徒が減少していく傾向である。 

 ◎（概括 1）学びの構造転換を図る目的の一つは、全ての学力段階の児童・生徒に応じ

た学習の展開を実現することである。教師自らが学びを創るのではなく、学習者主体

の学習の場を提供し、学習課題や学習方法の自己選択の機会を最大化することで、全

ての児童・生徒に応じた学習が可能になるからである。いつでも同じことを同じ場所

で同じペースで学習するという展開から脱却することで、学び残しのある児童・生徒

がいつでも学びたいときに学ぶことができ、学び残したことをいつでも取り返す学び

の場を提供することができる。特に個別に探究に浸る時間では、それぞれの児童・生

徒が自分の探究したい課題を自分なりの方法で追究することで、どの児童・生徒も充

実し、満足した学習を行うことができるはずである。 

 ◎（概括 2）R1・2 の増加と R4・5 の減少に特徴付けられる学習状況の改善を図る有効

な手だては、児童・生徒の交流を活性化させ、学び合いを生かした協同の学びを積極

的に取り入れることである。探究途中で確認し合ったり、友達の意見や感想を聞いた

り、探究した結果を伝え合ったりと、一人では解決できない課題も、対話を積み重ね

ることによって最適解にたどり着くことができる。 

 

〔教科全体の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕                          

 ○R4・5 の正答率は、各学年平均して 80～90％である。R4 と 3 の差を比較すると、中学

校第 2 学年に向かって差が小さくなる傾向がみられる。他方、R3 と 2、R2 と 1 の差は

学年進行に伴う変化がほとんどみられず、一定である。このことから、R1 と 2 の段

階にある児童・生徒は、小学校第 1・2 学年の時点でも同様の学習状況であることが

推察できる。個々の言語体験や語彙量の差異に対応するためにも、教科書例題を一律

に与え、皆同じペースと方法で課題解決を目指す展開からの脱却が必要である。 

◎（概括）個別に選ぶ機会を増やすことでもっと学びたくなり、自分で課題を立てたか

らこそもっと探究したくなる。当該学年の基礎的・基本的な事項は、自分の課題を解

決する過程を通じてこそ確実に身に付く。さらに、協同することで「違うことは面白

い」という実感を育て、中学校第 3 学年になっても探究意欲を失わずに主体的に学ぶ

態度を育む必要がある。予測困難なこれからの社会を生きていく児童・生徒にとって、

これがすなわち自ら課題を見付け、解決していく力を育成していくこととなる。 
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（3）基礎・活用別、観点別、領域別の学力段階ごとの平均正答率 

 ア 基礎・活用別 

①基礎 

 

②活用 

 

  

イ 観点別 

①話す・聞く能力 

 

②書く能力 

 

③読む能力 

 

④言語についての知識・理解・技能 

 

 

ウ 領域別 

①説明的な文章 

 

②文学的な文章 
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〔基礎・活用別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「基礎」においては、R1 の正答率は 30～40％、R2 は 50～60％、R3 は 70～80％、R4

が 80～90％、R5 は 90％～100％とほぼどの学年も同じであり、各学年の調査内容の

精度は安定している。ただし、小学校第 3 学年から中学校第 2 学年の平均正答率が

70％から 80％のレンジにあるのに対し、中学校第 3 学年の平均正答率のみ約 10 ポイ

ント低い 65.5％であった。 

 ○「活用」については、基礎と比べて R1 と 5 の正答率の差が大きい。小学校第 5 学年

から中学校第 1 学年では R3 と 2 の差が縮まるものの、第 2 学年で再び差が開き、R2

と 1 の差については小学校第 5 学年以降において学年進行に伴う拡大がみられる。 

 

〔観点別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「話す・聞く能力」については、全学年を平均した正答率が 80.8％と全観点の中で

最も正答率が高い。背景に R1 の正答率が 43.0％と高いことが挙げられる。R1 が力を

発揮しやすい能力といえる。小学校第 4 学年の平均正答率が低いのは「話の内容を聞

いて質問する」設問の正答率が 23.0％と、「話す・聞く」全体の正答率 80.8％と比

べ 57.8 ポイント低いことが影響している。 

○「書く能力」に関する課題は依然大きく、全学年で平均した正答率が 52.5％と全て

の観点中で最も低い。中でも小学校第 4 学年の平均正答率は 38.0％、中学校第 2・3

学年はそれぞれ 49.2％・44.1％と他学年と比べて低くなっている。他の観点と比較

した際に着目すべきは、R4 と 3 の差が大きい傾向である。ただし、中学校第 2 学年と

3 学年を比較すると、全体の平均正答率の差こそ約 5 ポイントであるものの、中学校

第 3 学年では R2 と 3、R3 と 4、R4 と 5 の差が大きくなっている。 

 ○「読む能力」の全学年を平均した正答率は 63.9％である。R1 と 5 の差が 74.8 ポイン

トと他の観点の段階差と比べて最も大きい。 

 ○「言語についての知識・理解・技能」については、平均正答率は 74.2％である。設

問レベルは全て基礎 C であることから、通過率 100％を目標とする基準に照らすと、

大きな課題を残している。 

 

〔領域別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「文学的文章」の正答率が 65.7％、「説明的文章」の正答率が 62.4％とほぼ同程度

の正答率となっている。 

◎（概括）これからの学びは、あくまでも学習者主体を基本する。児童・生徒が自ら課

題や方法を選び、選ぶからこそ探究に浸り、浸る先に生まれる新たな課題を共に解決

したくなるという内発的な協同に転換していく必要がある。自らの問いを基に課題を

もち、それぞれが最適な言語活動を選択し、共に考え課題解決に挑む。協同して最適

解を求め、対話によって深い学びを追究するという経験は、話す・聞く、書く、読む

の全ての領域の言語能力を伸ばし、かつ、それらが統合的に働くようにすることはも

ちろん、全ての児童・生徒が活躍する手だてとなる。 
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（4）領域別に抽出した設問の(準)通過率・無答率 

 ア 聞く・話すこと(聞くことの系統) 

  ①「聞くこと」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 1-2 ｴ 話し手が知らせたいことを聞き取る。 

第 4 学年 
基礎 B 1-2 ｴ 話の内容を聞いて質問する。 

第 5 学年 

第 6 学年 
活用 A 1-2 ｴ 話し手の意見と比べて自分の考えを書く。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 活用 A 1-2 ｴ 話し手の意見を踏まえて自分の考えを書く。 

第 3 学年 活用 A 1-2 ｴ 話し手の考えと比較し、立場と理由を明確に書く。 

 

 

イ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(言葉の特徴や決まり) 

②「語句・言葉」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 2-3 ｶ 文章の主語・述語の関係を押さえる。 

第 4 学年 
基礎 C 2-2 ｷ 修飾語・被修飾語の関係を理解する。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 C 2-2 ｷ 

重文を単文に分ける。 

中
学
校 

第 1 学年 複文を単文に分ける。 

第 2 学年 基礎 C 2-2 ｴ 自立語と付属語を分類する。 

第 3 学年 基礎 C 2-2 ｴ 自立語と付属語を理解して単語を分類する。 
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〔「聞くこと」に関する設問の考察〕 

小問（1）は話の内容を聞き取る設問である。小学校第 3 学年から第 5 学年では学

年が上がるにつれて通過率が高くなり、90％後半台にまでになる。その理由は、何に

ついて話をしているのかという話題や要点を聞き取る指導が教科を超えて日常的・恒

常的に行われており、話す側も初めに話題や考え・結論を述べ、次に内容を具体的に

話すというように、聞く相手によく伝わる話し方を工夫しているためと考えられる。 

小問（2）は小学校第 5 学年までが聞いたり質問したりする設問で基礎 B、小学校

第 6 学年以上は話者の考えについて自分の考えを書く設問で活用 A である。小学校第

4 学年の通過率が他学年に比べて低い理由として、話の内容を理解することにとどま

り、話者への関心や話題への興味を抱いて聞くという意識にまで高まっていないと言

える。形式的な型に当てはめて質問するのではなく、「更に詳しく聞いてみたい、分

からないことを聞きたい」というように、積極的な聞き手として高める必要がある。 

小学校第 6 学年以上の「話し手の考えに関わって自分の考えを書く」設問について

は、中学校第 2 学年が 70％台であるものの、他学年は 90％に近い。話し手の話を自

らの関心事として聞き、積極的な聞き手として自分の考えをもつことが対話を生む土

壌となる。相手の話に傾聴して理解し、話したいことを更に引き出し、共感しながら

互いに考えを出し合い、対話へと結び付け、だれもが納得する第三の考え、納得解や

最適解を導く、深い学びへと高まっていくことが望ましい。 

  

〔「語句・言葉」に関する設問の考察〕 

小学校第 3 学年の「文の意味になるように読点を打つ」設問の通過率が 53.1％と

なり、前年度までの通過率が例年 20％前後であったことから比べると大きな進展が

あった。今年度は、読点の位置によって意味が変わることがより分かるように挿絵を

添えたために、より多くの児童が意味を理解できたと考えられる。読点の有無、読点

の位置による意味の違い等の理解は、日常生活において具体的な場面で事例を挙げた

り文例を示したりして、その意味の違いを児童自らが感じ取って納得できるような工

夫が必要となる。格助詞「は」「が」の後に読点を付けるというように、形式的な指

導は避けるようにしたい。 

語句・言葉の習得は基礎・基本であるために、例えば「語彙を増やせばよい」

「意味の理解より、とにかく覚えることが先だ」というように、機械的な指導を行っ

たり反復学習に陥りがちになったりする。言葉の習得や文法の理解は、先に基礎・基

本があって、次に活用があるのではない。学習者が目の前に解決する対象があってこ

そ基礎・基本が必要となる。それを学ぶ必然性や意欲、興味、関心が学習者にあって

こそ必要と感じ、身に付くのである。国語で理解したり表現したりする様々な場面の

中で生きて働く知識・技能として身に付けるために、思考・判断し表現することを通

じて育成を図ることが求められる。知識及び技能と思考力・判断力・表現力等は絶え

ず往還的に働くことによって向上すると言える。 
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ウ 書くこと(構成、推敲の系統) 

  ①「構成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 5-１ ｲ 簡単な構成の理由を考える。 

第 4 学年 
基礎 B 5-１ ｲ 文章全体における段落の役割を考える。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 B 5-１ ｲ 

文章の構成を説明する。 

文章全体における段落の効果を考える。 中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 B 5-１ ｲ 段落の役割が明確になるような接続語を考える。 

第 3 学年 基礎 B 5-１ ｲ 伝えたいことが明確になるように構成を工夫する。 

 

 

 

②「推敲」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 A 5-2 ｴ 文末の間違いを書き直す。 

第 4 学年 
活用 A 5-2 ｵ 

文末の間違いを書き直す。 

文章をよりよい表現に書き直す。 第 5 学年 

第 6 学年 
活用 A 5-2 ｵ 

表現の曖昧さを確かめて書き直す。 

表現の効果を考えてよりよい文に書き直す。 中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 活用 A 5-2 ｴ 内容を分かりやすくするために適切に書き加える。 

第 3 学年 活用 A 5-2 ｴ 段落がもつ役割を考えて適切に書き直す。 
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〔「構成」に関する設問の考察〕 

基礎的・基本的な知識及び技能を趣旨とし、全児童・生徒に確実な習得を目指す

基礎 B レベルの内容で、文章全体の構成を考える設問である。通過率が最も低いのは

小学校第 4 学年の 56.4％であり、基礎 B の目標値に達していない。理由の一つとし

て、書き方の形式や型をあらかじめ教師が教え込み、型に当てはめて文章を書くとい

う指導があるのではないかと考えられる。教え込むだけでは理解にまでつながらない。  
文章を書くときに、何より大切にしたいことは、「伝えたい」という意思の喚起

である。逆に、文章を読むときには「筆者は何を伝えたくてこの文章を書いたのか」

を考えることが大切になる。書き手は第一に何を伝えたいか、なぜ伝えたいかを考え

る。次に、内容や形式をどうするかを考える。相手に内容をよりよく伝えるために、

書き方をどのように工夫するとよいかを考えるのである。書き方の工夫の一つとして、

構成を位置付ける。構成を考える際には、伝えたい相手は誰か相手意識をもち、相手

を具体的に想定した書き方が要求される。あらかじめ構成の仕方を型にはめて教える

のではなく、自分自身が書きたいことを自分で決め、内容にふさわしい構成はどうす

ればいいかを自ら試行錯誤しながら考えることが望ましい学び方といえる。相手によ

く伝わるかどうかを考えるためには他者との協同の学びが欠かせない。相手に質問し

たり感想を述べ合ったりして相手の立場に立ち、他者と共に協同して学び合うことで、

相手に伝わるよりよい文章が書けるようになる。 

  

〔「推敲」に関する設問の考察〕 

  間違いを正したり、よりよい文に書き直したりすることを趣旨とする推敲の設問で

活用 A レベルである。7 学年全ての R1 の通過率を見ると、0％かそれに近い。主な理

由として、設問の意図が十分に理解できなかったことが大きいと思われる。 

R1 の無答率は、小学校第 3 学年が 75.0％と全学年の中で最も高く、学年が進行す

るにつれて徐々に下がり、中学校第 3 学年では 43.8％になる。これは昨年度の結果

より 20 ポイント下がったことになる。R1 の無答率が下がるということは多くの生徒

が設問に取り組むようなったということであり、設問の趣旨が理解できることの表れ

とも言える。 

推敲の学習といえば、誤字脱字の訂正や語と語や文と文との続き方を確かめるこ

とに終始しがちになり、形式的になってしまうことが多い。文章を推敲する学習は、

表記上の間違いを正すことだけを意味しない。言葉の意味・文法・文脈の意味理解や

書かれた背景等、確かで幅広い知識や見識を必要とすることは周知の通りである。系

統性を構造的に踏まえたうえで、書く人の意図や想いが相手に正しく伝わるか、例え

ば文章の構成や書き表し方、言葉の選び方が適切であるか等にまで言及する必要があ

る。また、推敲はある程度困難な学習である。だからこそ協同の学びの場が必要とな

る。学習者が自ら「他者の力を借りたい」と感じたときに、必要な他者を求める自己

決定できる環境とそれに応えられる人・もの・ことの環境づくりが欠かせない。 
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エ 読むこと「説明的な文章」(文章の解釈の系統) 

①「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 3-2 ｲ 大体の内容を捉える。 

第 4 学年 
基礎 B 

3-2 
ｲ 

事実と意見との関係を考え、事実の文と意見の文を

区別する。 第 5 学年 3-2 

第 6 学年 
基礎 B 3-2 ｳ 

事実と感想、意見などとの関係を押さえ、考えの根

拠や理由となる文を選ぶ。 中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 B 3-2 ｲ 中心的な部分を捉えて内容を要約する 

第 3 学年 基礎 B 3-2 ｲ 各段落が文章全体の中で果たす役割を捉える 

 

 

 

②「考えの形成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 S 3-4 ｵ 文章の内容と自分の経験とを結び付けて考えを書く。 

第 4 学年 
活用 S 

3-5 
ｵ 説明の仕方について考えを書く。 

第 5 学年 3-5 

第 6 学年 
活用 S 

3-5 

3-4 
ｵ 説明の仕方や書き方の工夫について考えを書く。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 活用 S 3-4 ｴ 文章の表現の特徴について考えを書く。 

第 3 学年 活用 S 3-4 ｳ 文章の表現の特徴について根拠を明確にして書く。 
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〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

全ての児童・生徒に確実な習得を目指す基礎 B レベルであり、小学校第 4 学年と第

6 学年の通過率はそれぞれ 61.3％、48.7％と目標値に達していない。第 4 学年は、文

中の指定された文が事実の文か意見の文かを判断する設問である。事実の文末は「～

した」、意見の文末は「～してほしい」と明らかに書き方が違っていて、文末の書き

方に着目すれば判断できる。日常の学習が書かれている内容の理解に重点を置きすぎ、

表現に着目して考えることが少ないのではないかと考えられる。 

小学校第 6 学年は、筆者の仮説の根拠となる具体例がどれかを問う設問である。読

み手の納得を得るためにどのような事実・具体例から考えを導き出しているかを読ま

なければならない。通過率が過半数に達していない理由として、帰納的思考法にはあ

る程度慣れてはいても、演繹的思考法の体験が不足しているのではないかと考えられ

る。日常生活や他教科においても「～を根拠に、～という理由で、～と考える。」と

いう考え・根拠・理由の三角ロジックで論理的に思考し、話したり書いたりする場面

において定着を図ることが求められる。また、既有知識を意図的に活用して考える機

会が不足していると言える。新学習指導要領では生きる力の具体化として「理解して

いること・できることをどう使うか」を掲げており、思考力・判断力・表現力等の育

成と知識・技能の習得は、絶えず往還的に働かせることが必要である。 

 

〔「考えの形成」に関する設問の考察〕 

文章の内容ではなく、文章の形式（表現）に関して考えることを出題趣旨とする

活用 S の設問である。説明的文章の指導事項を比較すると、内容に関して考えを書く

設問では通過率が高く、形式になると低い傾向を示す。中学校第 1 学年では 75.8％

と 45.8％で 30 ポイント、第 2 学年では 66.8％と 38.4％で 28 ポイント、第 3 学年で

は 61.1％と 26.0％で 40 ポイント低くなっている。これだけ大きく差があることの背

景にある学習状況に対し、問題意識をもって臨むことが必要である。設問の例を挙げ

れば、中学校第 1 学年の内容は「筆者の主張についてあなたの考えを書きなさい」、

形式は「文章の説明のしかたの工夫と効果について書きなさい」である。説明的文章

を読むときは、筆者は何を伝えたくてこの文章を書いたのか（内容）、そのためにど

のような書き方を工夫しているのか（形式）の両方から読むことが重要となる。特に、

筆者は読み手に説得力を高めるために書き方をどのように工夫しているのか、どのよ

うな効果をねらってどんな書き方をしているのかという視点で文章を読む学習経験を

積み重ねることが必要である。 

大切なことは、文章のどこに、どのようなことに着目して読むかが、読み手であ

る一人一人に任されていることである。各々が興味・関心をもったことについて選び

取り、自分で決め、自分なりの方法で読み進め、自分なりの答えを出すことが望まれ

る。この読みで身に付けた知識や技能は最終的には書くことでより確かなものになる。

改めて読むことと書くことの連続性が大切となることは言うまでもない。 
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オ 読むこと「文学的な文章」(文章の解釈／自分の考えの形成の系統) 

①「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 4-2 ｳ 登場人物の行動を想像する。 

第 4 学年 
基礎 B 4-2 ｳ 登場人物の性格を想像する。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 B 

4-2 

4-2 
ｴ 登場人物の心情を捉える。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 B 4-2 ｳ 登場人物の行動・会話から内容を理解する。 

第 3 学年 基礎 B 4-2 ｲ 登場人物の言葉や行動の意味を理解する。 

 

 

 

②「考えの形成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 S 4-4 ｴ 登場人物の行動について経験と結び付けて感想を書く 

第 4 学年 
活用 A 4-4 ｳ 人物の行動や気持ちについて考えて書く。 

第 5 学年 

第 6 学年 
活用 A 

4-4 

4-5 
ｴ 人物の心情について考えを書く。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 活用 A 4-4 ｴ ものの見方・考え方を捉えて考えを書く。 

第 3 学年 活用 A 4-4 ｳ ものの見方・考え方について知識や体験と関連付けて考えを書く。 
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〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

  小学校では人物の気持ち・性格・心情をつかみ、中学校では人物のより深い心情を

捉えることを趣旨としている。小学校第 6 学年の全体の通過率が第 5 学年に比べて 18

ポイント下がっているのは、表現が直接的ではないことが挙げられる。第 6 学年から

は直接的な表現が姿を隠し、会話文や行動描写から間接的に描かれた心情を汲み取ら

なければならないため、難易度が高くなっている。学習指導要領では言葉による見

方・考え方を働かせることの重要性が説かれている。言葉による見方・考え方とは、

ものごとを捉える視点や考え方のことで、国語科においてはどの言葉に着目するか、

着目した言葉からどのような考えを導き出すかである。言葉による見方・考え方を働

かせるとは、言葉に着目して、吟味して、言葉への自覚を高めることであると考える

ことができる。その際には、どの言葉に着目するのかという視点が重要となる。視点

として、色彩語、副詞（オノマトペを含む）複合動詞、比喩、倒置、繰り返し、文末

表現等が挙げられる。 

児童・生徒がどこに着目するかを自分自身で選び、自分で決め、自分なりの方法

で自分なりの答えを見いだしていく過程、決められたことを、皆と同じようなやり方

で、同じようにするやり方ではなく、一人一人が読み浸ることが求められる。読み浸

ることによって豊かな感性が磨かれ、自分なりの学びが生まれる。 

   

〔「考えの形成」に関する設問の考察〕 

文章の形式ではなく、文章の内容に関して考えることを出題趣旨とする設問であ

る。小学校第 3 学年の通過率は 69.2％であり、R2 は 3 との差は 43 ポイントであっ

た。他学年と比べ段階差が大きい傾向にある。設問文で「おにの子はどんな気持ちか。

あなたがおにの子ならどうするか」を問われ、二つのことについて自分の考えを書か

なければならない。誤答類型を見ると、気持ちのみ書いた児童が 64.7％となってい

る。この結果から、誤答した児童のうち７割近くが設問文の意味を十分に理解してい

なかったと読み取ることができる。小学校、特に低学年においては、文章のみならず

今問われていることを正確に読む学習活動を児童の実態に合わせて丁寧に行わなけれ

ばならない。 

考えの形成においては、自分なりの考えをもつことが何よりも重要である。自分

なりの考えが生まれるからこそ、「友達はどう考えるのか」「もっと違う考えがある

のではないか」等、他者と共に学ぶ協同の学びを必要とする。他者と対話しながら多

様な読みに触れることによって自己の読みが広がったり深まったりする。協同の学び

においても教師の指示で動くのではなく、自分自身が他者の力が必要だと感じ取った

ときに、必要な他者を求めて、自らの意志で動き出すことが求められる。他者と学ぶ

必要性を自らが感じ取り、他者と学ぶことによって他者から承認される喜びを味わう

ことによって自己肯定感も高くなると言える。それはまさしく、自己決定し、読み浸

って、他者と共に探究する学びの構造転換の求めるところである。 
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.7

6
5
.4

8
3
.4

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
2
.5

2
8
9
.5

4
6
.8

7
7
.1

8
8
.8

9
6
.1

9
6
.5

3
1
8
.8

3
5
7
.6

3
.2

1
4
.7

4
5
.0

7
2
.8

8
8
.3

8
5
0
.0

4
6
8
.5

8
.4

3
4
.6

6
2
.0

8
0
.7

9
1
.6

3
1
8
.8

5
6
8
.5

2
7
.3

4
7
.1

5
9
.3

7
5
.0

9
7
.3

5
3
1
.3

A
8
2
.9

3
7
.6

6
5
.7

7
8
.8

9
0
.6

9
7
.4

4
2
5
.0

B
6
9
.7

1
2
.9

4
0
.3

6
1
.0

8
1
.3

9
5
.2

4
2
5
.0

C
6
7
.3

3
.9

2
9
.0

6
3
.0

8
0
.1

8
7
.9

3
1
8
.8

D
5
7
.6

3
.2

1
4
.7

4
5
.0

7
2
.8

8
8
.3

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

3
1
8
.8

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

5
.6

%
8
.7

%
3
1
.8

%
3
7
.6

%
1
6
.3

%

5
3
1
.3

9
5
6
.3

3
1
8
.8

4
2
5
.0

1
2

7
5
.0

1
6
.3

3
1
8
.8

学
習

状
況

の
評

定
（

学
力

段
階

）

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）
■

対
象

教
科

、
校

種
・

学
年

、
出

題
範

囲
、

対
応

教
科

書

レ
ベ

ル

形
式

複
合

条
件

完
答

通
常

自
由

記
述

記
述

選
択CBAS

解
答

出
題

基
礎

活
用

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

0

表
現

文
学

的
文

章

説
明

的
文

章

音
声

言
語

・
言

語
事

項

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

読
む

能
力

書
く

能
力

話
す

・
聞

く
能

力

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

領
域

別

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

結
果

平
均

正
答

率
（

％
）

小 問

指
導

内
容

の
領

域
設

問
番

号
出

題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版

設
問

校
種

・
学

年
小

学
校

第
3
学

年

出
題

範
囲

小
学

校
第

2
学

年

教
科

等
国

語
科

基
礎

／
活

用
別

観
点

別

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.6

%

8
.7

%

3
1
.8

%

3
7
.6

%

1
6
.3

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
句
読
点
の
打
ち
方
を
理
解
す
る
こ
と
 
大
問

2（
3）

基
礎

C 
53
.1
％
】
 

文
し
ょ
う
は
、
点
（
、）

を
う
つ
場
所
に
よ
っ
て
、
い
み
が
か
わ
り
ま
す
。
つ
ぎ
の
文
し
ょ
う
に

合
う
絵
を
、
ア
、
イ
か
ら
え
ら
び
、
記
ご
う
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 
・
わ
た
し
は
大
き
な
声
で
、
歌
っ
て
い
る
弟
を
よ
ん
だ
。

 
 
 
正
答
 
ア
（
わ
た
し
が
、
大
き
な
声
で
呼
ん
で
い
る
絵
）

 
イ
（
弟
が
、
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い
る
絵
）

 
 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

53
.1
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
見
る
と
、
R1
＝
25
.0
％
、
R2
＝
32
.8
％
、
R3

＝
40
.3
％
、
R4
＝
54
.6
％
R5
＝
95
.1
％
で
、
R3
～
R1

の
通
過
率
が

50
％
以
下
と
基
礎

C
レ
ベ
ル
と

し
て
は
低
い
。
R1

の
無
答
率
は

32
.4
％
で
二
択
の
解
答
形
式
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
い
。
 

 ■
 
考
察
 

 
前
回
ま
で
の
調
査
結
果
に
お
い
て
毎
年
通
過
率
が

20
％
に
達
し
な
い
た
め
、
今
回
の
調
査
で
は

文
意
が
分
か
る
挿
絵
を
添
え
た
。
そ
の
た
め
に

53
.1
％
に
上
が
っ
た
。
読
点
を
打
つ
位
置
に
よ
っ

て
主
語
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
、
挿
絵
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。「

大
き
な
声
を
出

し
て
い
る
」
の
が
「
わ
た
し
」
な
の
か
「
弟
」
な
の
か
挿
絵
で
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
通
過
率
が

50
％
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
読
点
で
区
切
る
と
文
が
分
け
ら
れ
、
意
味
が
変

わ
る
と
い
う
読
点
の
役
割
が
理
解
で
き
て
い
な
い
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

文
章
を
正
し
く
理
解
す
る
基
礎
・
基
本
に
は
、
ま
ず
、
語
彙
力
と
句
読
点
の
正
し
い
使
い
方
の

理
解
が
挙
げ
ら
れ
る
。
句
点
は
文
の
終
わ
り
に
打
つ
の
で
容
易
だ
が
、
読
点
に
つ
い
て
は
、
打

た
な
け
れ
ば
正
し
い
意
味
が
伝
わ
ら
な
い
場
合
と
、
打
つ
位
置
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き

く
意
味
が
変
わ
る
場
合
の
両
面
が
あ
る
こ
と
の
指
導
が
大
切
で
あ
る
。
 

（
2）
「
句
読
点
が
な
ぜ
必
要
か
」。

こ
の
学
習
課
題
に
児
童
が
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
取
り
組
む
。

例
文
も
解
決
方
法
も
児
童
の
自
己
決
定
に
委
ね
る
。「

な
ぜ
必
要
か
」
の
答
え
を
分
か
り
や
す
く

説
明
で
き
る
よ
う
に
、
児
童
は
課
題
解
決
に
向
か
い
学
習
に
対
す
る
意
欲
が
生
ま
れ
る
。
句
読

点
が
な
い
場
合
と
あ
る
場
合
の
違
い
、
読
点
の
位
置
に
よ
っ
て
文
意
が
変
わ
る
こ
と
の
両
面
の

違
い
に
気
付
く
。
課
題
解
決
の
探
究
過
程
に
お
い
て
は
、
他
者
と
協
同
し
て
学
ぶ
こ
と
が
、
考

え
を
広
げ
た
り
確
か
め
た
り
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
こ
と
に
も
気
付
い
て
ほ
し
い
。
音
読
す

る
と
き
も
、
文
の
意
味
を
考
え
て
句
読
点
で
間
を
取
る
よ
う
に
し
、
互
い
の
音
読
を
聞
き
合
う
。

文
章
を
書
く
と
き
に
も
、
句
読
点
を
ど
こ
に
打
っ
た
ら
正
し
く
伝
わ
る
文
に
な
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
意
味
に
な
る
の
か
を
考
え
て
具
体
的
に
書
く
よ
う
に
す
る
。
個
別
に
作
り
上
げ
た
答
え

を
も
ち
寄
っ
て
交
流
す
る
と
き
、
句
読
点
の
役
割
の
意
味
が
確
固
た
る
も
の
に
な
る
。
 

【
文
章
の
中
か
ら
大
事
な
言
葉
や
文
を
捉
え
て
書
き
抜
く
こ
と
 
大
問

4（
3）

活
用

A 
29
.4
％
】
 

「
お
に
の
子
は
知
り
ま
せ
ん
」
と
あ
り
ま
す
が
、
お
に
の
子
は
何
を
知
ら
な
い
の
で
す
か
。
あ

と
に
つ
づ
く
よ
う
に
、
文
し
ょ
う
の
中
か
ら
書
き
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

 
正
答
 
（
そ
の
）
立
っ
て
い
る
足
も
と
に
、
た
か
ら
も
の
を
入
れ
た
は
こ
が
う
ま
っ
て
い
る
 

こ
と
。
 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

29
.4
％
で
あ
っ
た
。
段
階
的
に
見
る
と
、
R1
＝
0.
0％

、
 
R2
＝
3.
8％

、
R3
＝

15
.3
％
、
R4
＝
37
.7
、
R5
＝
61
.2
％
で
あ
り
。
無
答
の
割
合
は
全
体
で

13
.4
％
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

設
問
に
な
っ
て
い
る
文
を
読
む
と
、「

そ
の
立
っ
て
い
る
足
も
と
に
、
た
か
ら
も
の
を
入
れ
た
は

こ
が
う
ま
っ
て
い
る
の
を
、
お
に
の
子
は
知
り
ま
せ
ん
。」

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
か
ら
、
お

に
の
子
が
知
ら
な
い
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
通
過

率
が
低
い
。
同
じ
よ
う
に
、
文
章
の
中
か
ら
大
事
な
言
葉
や
文
を
捉
え
て
書
き
抜
く
説
明
的
文
章

（
大
問

3（
3）

活
用

A）
と
比
べ
る
と
、
文
学
的
文
章
は

34
.6

ポ
イ
ン
ト
低
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

書
き
抜
く
方
法
が
分
か
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
場
面
の
様
子
を
内
容
に
過
不
足
な
く
正
確
に
読
む

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
誤
答
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

文
章
の
中
か
ら
大
事
な
言
葉
や
文
を
捉
え
て
書
き
抜
き
を
す
る
た
め
に
は
、
①
重
要
だ
と
考
え

ら
れ
る
語
や
文
を
文
章
の
中
か
ら
見
付
け
る
力
。
②
語
や
文
を
正
確
に
書
き
写
す
力
、
と
い
う

2

つ
の
力
が
必
要
と
な
る
。
今
回
は
考
察
に
あ
る
通
り
、
②
よ
り
①
の
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。「

い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
何
を
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
、
ど
ん
な
出

来
事
が
起
こ
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
場
面
の
様
子
を
読
み
取
り
、

物
語
の
内
容
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

（
2）

小
学
校
第

3
学
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「

自
分
の
好
き
な
場
面
を
選
び
、
紙
芝
居
に
し
て
そ
の

場
面
の
文
章
を
書
き
抜
こ
う
。」

と
い
う
課
題
を
設
け
、
自
分
の
好
き
な
場
面
を
個
別
に
選
ぶ
学

習
を
取
り
入
れ
る
。
選
択
さ
せ
る
こ
と
で
主
体
的
な
活
動
を
促
す
。
自
分
の
好
き
な
場
面
を
見

付
け
る
こ
と
で
「
場
面
」
と
い
う
言
葉
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
絵
に
描
く
こ
と
で
「
い
つ
、

ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
何
を
、
ど
う
し
て
い
る
」
場
面
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら
文
章
を

読
む
こ
と
に
な
る
。
 

絵
の
裏
に
書
き
抜
い
た
文
章
を
書
く
よ
う
に
し
、
書
い
た
人
以
外
の
人
も
読
む
よ
う
に
す
る
。

相
手
意
識
を
も
て
ば
、
正
確
に
書
き
抜
く
た
め
に
、
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
い
て
確
認
し
な
が
ら
、

一
文
字
一
文
字
を
書
か
れ
て
い
る
通
り
に
書
き
抜
こ
う
と
い
う
必
要
感
が
生
ま
れ
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

4
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
に

気
を

付
け

て
聞

く
こ

と
話

し
手

の
話

の
中

心
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
6
.8

6
9
.0

9
4
.9

9
8
.4

9
9
.8

1
0
0
.0

0
.8

1
1
.0

1
.2

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
質

問
し

た
り

感
想

を
述

べ
た

り
す

る
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
質

問
す

る
自

由
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

2
3
.0

3
.8

9
.6

1
7
.2

2
8
.7

4
4
.9

6
.0

2
6
.7

1
4
.2

5
.3

1
.3

1
.8

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

の
上

で
類

別
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
反

対
の

意
味

を
表

す
語

句
の

組
み

合
わ

せ
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
7
.2

7
5
.2

9
5
.8

9
8
.9

9
8
.8

1
0
0
.0

0
.5

7
.6

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
飾

語
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
8
9
.3

4
2
.9

7
7
.4

9
0
.4

9
7
.2

1
0
0
.0

0
.5

8
.6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

国
語

辞
典

に
出

て
く

る
語

句
の

順
序

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
4
.6

2
5
.2

5
4
.8

6
9
.4

8
7
.7

9
7
.8

0
.6

7
.6

0
.2

0
.2

0
.1

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
捉

え
る

こ
と

文
章

の
中

か
ら

問
題

（
問

い
）

を
表

し
て

い
る

文
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

5
3
.8

2
3
.3

3
5
.9

4
3
.1

6
2
.4

9
0
.4

1
.1

1
3
.8

1
.2

0
.2

0
.1

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
事

実
の

文
と

考
え

の
文

を
区

別
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

6
1
.3

8
.1

2
7
.0

5
2
.2

8
0
.4

9
5
.5

3
.4

2
4
.8

7
.0

2
.3

0
.4

0
.0

8
3

3
 

段
落

相
互

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
文

と
文

の
相

互
関

係
を

表
す

接
続

語
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
8
.4

3
0
.5

5
7
.6

7
8
.1

8
7
.7

9
7
.8

2
.0

1
9
.0

3
.3

1
.0

0
.3

0
.0

9
3

4
要

点
や

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

引
用

・
要

約
す

る
こ

と
段

落
の

中
心

と
な

る
語

や
文

に
注

意
し

て
要

点
を

ま
と

め
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
5
8
.0

4
.8

2
2
.8

5
0
.0

7
6
.8

9
1
.1

4
.9

3
6
.2

1
2
.6

2
.7

0
.0

0
.4

1
0

3
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

説
明

の
仕

方
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

5
6
.5

5
.7

2
0
.0

4
8
.6

7
5
.7

8
8
.6

1
2
.3

5
0
.5

2
7
.7

1
2
.3

3
.7

1
.0

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

に
注

意
し

な
が

ら
叙

述
を

基
に

想
像

す
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

。
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
3
.5

1
6
.2

5
7
.8

8
6
.4

9
6
.4

9
9
.8

2
.6

2
9
.5

5
.4

0
.3

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
2
.3

2
2
.9

5
6
.6

8
4
.1

9
4
.8

9
9
.0

2
.7

2
9
.0

5
.8

0
.4

0
.1

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

し
て

書
く

記
述

通
常

活
用

A
●

■
8
5
.9

1
9
.0

6
2
.5

9
0
.8

9
7
.2

9
8
.6

7
.1

5
3
.3

2
2
.1

2
.7

0
.0

0
.2

1
4

4
4

 
人

物
や

情
景

の
描

写
な

ど
に

つ
い

て
注

意
し

て
読

む
こ

と
人

物
の

行
動

の
意

味
を

考
え

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

5
9
.8

1
.0

1
4
.7

5
0
.9

8
3
.6

9
5
.5

1
1
.1

6
0
.5

3
3
.8

8
.1

0
.8

0
.0

1
5

4
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

な
が

ら
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

情
景

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
4
4
.1

1
.4

1
0
.3

3
2
.8

6
1
.5

8
2
.5

1
9
.4

6
9
.0

5
0
.3

1
9
.4

5
.7

0
.8

1
6

5
1

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

「
初

め
・

中
・

終
わ

り
」

の
文

章
の

構
成

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
5
6
.4

1
0
.0

1
7
.5

4
6
.2

7
5
.9

9
3
.9

7
.1

4
5
.2

1
8
.9

4
.7

0
.6

0
.4

1
7

5
2

文
章

の
間

違
い

を
正

し
た

り
、

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

し
た

り
す

る
こ

と
文

章
の

間
違

い
を

正
し

く
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

2
3
.2

0
.5

2
.8

1
0
.5

3
3
.0

6
0
.8

1
2
.8

6
0
.0

3
4
.3

1
1
.8

1
.6

0
.4

1
8

5
3

書
き

手
の

考
え

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

考
え

を
述

べ
る

こ
と

筆
者

が
考

え
を

明
確

に
伝

え
る

た
め

の
書

き
方

の
工

夫
に

気
付

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
4
.5

1
.4

4
.7

2
0
.5

4
9
.6

7
6
.8

2
0
.3

6
8
.1

5
0
.3

2
1
.6

5
.7

1
.6

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
4
.4

2
0
.1

4
0
.1

5
9
.4

7
7
.1

8
9
.6

1
1

6
1
.1

7
2
.4

2
9
.7

5
3
.2

6
9
.5

8
2
.7

9
2
.6

7
3
8
.9

5
1
.7

4
.8

1
9
.7

4
3
.5

6
8
.2

8
4
.8

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
5
9
.9

3
6
.4

5
2
.2

5
7
.8

6
4
.2

7
2
.5

3
1
6
.7

3
3
8
.0

4
.0

8
.3

2
5
.7

5
2
.8

7
7
.2

1
0

5
5
.6

4
6
6
.4

1
3
.3

3
6
.5

6
1
.7

8
1
.7

9
3
.9

3
1
6
.7

5
8
7
.0

4
7
.8

7
6
.0

8
6
.2

9
4
.6

9
9
.3

5
2
7
.8

A
7
6
.2

4
3
.2

6
6
.5

7
4
.9

8
2
.4

8
8
.5

5
2
7
.8

B
6
1
.6

1
4
.5

3
2
.7

5
4
.4

7
6
.6

9
2
.7

5
2
7
.8

C
7
1
.1

1
2
.1

4
0
.4

6
9
.0

8
6
.7

9
5
.1

3
1
6
.7

D
3
8
.0

4
.0

8
.3

2
5
.7

5
2
.8

7
7
.2

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

6
.2

%
1
2
.6

%
3
5
.8

%
3
1
.0

%
1
4
.5

%

5
2
7
.8

1
0

5
5
.6

4
2
2
.2

4
2
2
.2

1
4

7
7
.8

1
5
.6

3
1
6
.7

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
4
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

3
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.2

%

1
2
.6

%

3
5
.8

%

3
1
.0

%

1
4
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
質
問
し
た
り
感
想
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
 
大
問

1（
2）

基
礎

B 
23
.0
％
】
 

 
あ
や
か
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
し
つ
問
し
た
い
こ
と
を
一
つ
書
き
ま
し
ょ

う
。（

正
答
）
例
 
あ
や
か
さ
ん
は
ど
ん
な
と
き
に
ア
ル
バ
ム
を
開
き
ま
す
か
。

 
 ■
 
分
析
 

 
 
「
大
切
に
し
て
い
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
発
表
を
聞
い
て
、
質
問
内
容
を
考
え
て
自
由
に
記

述
す
る
設
問
で
あ
る
。
全
体
の
通
過
率
は

23
.0
％
で
あ
っ
た
。
段
階
的
に
見
る
と
、
R1
＝
3.
8％

、

R2
＝
9.
6％

、
R3
＝
17
.2
％
、
R4
＝
28
.7
％
、
R5
＝
44
.9
％
で
あ
っ
た
。
全
て
の
児
童
・
生
徒
に
確

実
に
習
得
さ
せ
る
基
礎

B
の
設
問
で
あ
る
た
め
高
い
通
過
率
を
目
指
し
た
が
、
全
体
の
通
過
率
は
ど

の
段
階
も
低
い
結
果
と
な
っ
た
。
 
 

 ■
 
考
察
 

発
表
は

30
0
字
程
度
の
原
稿
で
あ
り
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
と
、
何
を
し
た
の
か
が
話
さ
れ
て
い

て
、
内
容
は
捉
え
や
す
い
と
い
え
る
。
あ
や
か
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
が
「
友
達
と
一
緒
に

写
っ
た
写
真
」
で
あ
る
こ
と
は
、
一
つ
前
の
設
問
で
聞
か
れ
て
お
り
、
通
過
率
が

9
割
を
超
え
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
放
送
内
容
の
大
体
を
聞
き
取
る
こ
と
は
で
き
て
い
た
と
言
え
る
。
 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
過
率
が
伸
び
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
あ
や
か
さ
ん
が
発
表
で
話

し
た
こ
と
と
重
複
し
た
内
容
で
質
問
を
書
い
て
し
ま
う
児
童
や
、
内
容
を
聞
き
落
と
し
て
し
ま
う
児

童
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
事
な
こ
と
を
落
と
さ
ず
に
聞
く
た
め
に
は
、

メ
モ
の
活
用
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ
が
不
十
分
な
児
童
が
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

授
業
の
中
で
人
の
話
を
聞
く
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
話
を
聞
く
と
き
に
重
視
さ
れ

て
い
る
の
は
話
を
聞
く
時
の
姿
勢
や
態
度
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
話
を
聞
く
こ
と
で
付
け
た
い

力
は
、
話
し
手
が
伝
え
た
い
こ
と
や
自
分
が
聞
き
た
い
こ
と
の
中
心
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
く
こ
と
や
、
質
問
や
自
分
な
り

の
感
想
を
考
え
な
が
ら
聞
く
こ
と
を
学
習
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
 

（
2）

ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
も
、
児
童
が
「
聞
い
て
よ
か
っ
た
。」
「
も
っ
と
聞
き
た
い
。」
「
話

し
て
よ
か
っ
た
。」
「
も
っ
と
話
し
た
い
。」

と
思
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、「

話
し
た
い
」
と
「
聞
き
た
い
」
が
対
話
と
し
て
充
実
し
、
学
習
者
が
「
楽
し
い
」

と
思
え
る
場
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
常
の
出
来
事
か
ら
楽
し
か
っ
た
出
来
事
を

伝
え
合
っ
て
共
有
し
た
り
、
お
勧
め
し
た
い
本
に
つ
い
て
そ
の
面
白
さ
を
共
有
し
た
り
す
る
場

が
考
え
ら
れ
る
。「

も
っ
と
知
り
た
い
。」

と
思
っ
た
こ
と
を
質
問
し
た
り
感
想
を
出
し
合
っ
た

り
し
な
が
ら
、
話
の
内
容
を
豊
か
に
し
て
い
く
。
話
し
手
と
聞
き
手
が
話
の
内
容
を
共
有
し
楽

し
め
る
よ
う
に
教
師
は
関
わ
り
、
例
え
ば
話
す
順
番
は
学
習
者
の
自
己
決
定
に
委
ね
る
。
 

【
書
き
手
の
考
え
の
明
確
さ
な
ど
に
つ
い
て
考
え
を
述
べ
る
こ
と
 
大
問

5（
3）

活
用

S 
34
.5
％
】
 

上
の
文
章
で
、
よ
い
点
や
く
ふ
う
し
て
い
る
と
思
う
点
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ど
う

し
て
そ
う
思
っ
た
の
か
、
理
由
を
入
れ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

 
（
正
答
）
例
 
こ
う
も
く
が
分
か
れ
て
い
る
点
や
、「

分
か
っ
た
こ
と
」
が
か
じ
ょ
う
書
き
に
な
っ

て
い
る
点
が
、
よ
み
や
す
く
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

 
 ■
 
分
析
 

 
 
報
告
文
の
特
徴
を
捉
え
、
よ
い
点
や
工
夫
し
て
い
る
点
を
理
由
と
と
も
に
記
述
す
る
設
問
で
あ
る
。

全
体
の
通
過
率
は

34
.5
％
で
あ
る
。
段
階
別
に
見
る
と
、
R1
＝
1.
4
％
、
R2
＝
4.
7
％
、
R3
＝

20
.5
％
、
R4
＝
49
.6
％
、
R5
＝
76
.8
％
と
な
っ
て
い
る
。
誤
答
例
を
見
る
と
、
考
え
を
書
く
こ
と
が

で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
に
整
合
性
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
文
章
を
読
む
と
き
に
「
初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
構
成
で
話
の
全
体
を
捉
え
る
こ
と
や
、
自
分
の

思
い
や
考
え
が
明
確
に
な
る
構
成
で
文
章
を
書
く
活
動
は
低
学
年
か
ら
習
得
し
て
お
り
、
三
部
構
成

の
文
章
に
は
慣
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
本
文
は
、「

初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
書
き
出
し
に

そ
れ
ぞ
れ
<は

じ
め
に
><
分
か
っ
た
こ
と
><
終
わ
り
に
>と

小
見
出
し
が
付
い
て
お
り
、
構
成
は
捉
え

や
す
い
と
い
え
る
。
本
文
が
「
初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
構
成
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
て
も
、
全

体
に
お
け
る
各
段
落
の
役
割
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、
書
き
方
の
特
徴
（
箇
条
書

き
や
図
を
入
れ
る
）
の
よ
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
。
 

 

■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

報
告
文
の
特
徴
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
文
章
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
構
成
の
形
式
や
表
現
の
仕

方
等
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
実
際
に
報
告
文
を
書
く
活
動

も
必
要
で
あ
る
が
、
様
々
な
報
告
文
を
読
み
、
構
成
の
形
式
や
優
れ
た
表
現
に
気
付
い
た
り
、

そ
の
表
現
の
よ
さ
を
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
文
章
の
構
成
や
表
現
の
よ
さ
を

理
解
で
き
れ
ば
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
い
と
き
に
表
現
し
や
す
く
な
る
と
考
え
る
。
 

（
2）

少
し
で
も
読
み
手
が
読
み
や
す
く
、
内
容
が
分
か
り
や
す
く
な
る
た
め
の
記
述
の
仕
方
に
気
付

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
と
な
る
学
習
を
設
定
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
教
師
が
用
意
し

た
「
原
稿
用
紙
の
マ
ス
を
埋
め
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
」
を
読
み
、
学
習
課
題
「
読
み

手
が
読
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
書
き
方
を
く
ふ
う
し
よ
う
。」

に
取
り
組
む
。
学
習
者
が
課
題
解

決
の
た
め
に
、
個
別
に
又
は
仲
間
と
検
討
を
繰
り
返
し
な
が
ら
幾
つ
か
の
解
決
策
を
考
え
出
し

て
い
く
展
開
で
あ
る
。
学
習
者
同
士
で
考
え
を
比
較
し
た
り
質
問
を
し
て
確
か
め
た
り
す
る
こ

と
で
、
自
分
な
り
の
考
え
を
広
げ
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
仲
間
か
ら
提
案
さ
れ
た

案
の
よ
さ
を
話
し
合
う
こ
と
で
学
び
の
内
容
が
充
実
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
に

気
を

付
け

て
聞

く
こ

と
話

の
要

点
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
7
.4

7
9
.1

9
6
.6

9
8
.7

9
9
.6

9
9
.7

0
.4

5
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
質

問
し

た
り

感
想

を
述

べ
た

り
す

る
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

分
か

ら
な

い
点

や
確

か
め

た
い

点
を

質
問

す
る

自
由

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
4
.5

4
0
.0

6
9
.3

8
6
.1

9
6
.6

9
6
.7

6
.5

3
2
.4

1
4
.4

4
.8

0
.5

1
.4

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

の
上

で
類

別
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
語

句
の

類
別

を
理

解
し

、
種

類
が

異
な

る
組

み
合

わ
せ

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

3
6
.8

6
.7

1
2
.6

2
6
.1

5
0
.8

9
4
.8

0
.9

9
.3

1
.1

0
.3

0
.1

0
.0

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
修

飾
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
7
2
.3

1
7
.8

4
0
.6

7
2
.4

9
1
.8

1
0
0
.0

0
.5

7
.1

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

漢
字

辞
典

の
引

き
方

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
7
.7

3
7
.8

6
9
.5

9
1
.9

9
8
.4

1
0
0
.0

0
.6

8
.9

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
捉

え
る

こ
と

筆
者

の
考

え
の

中
心

的
な

内
容

を
押

さ
え

、
小

見
出

し
を

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
4
.5

3
8
.7

6
6
.3

8
6
.9

9
6
.1

9
9
.2

0
.8

9
.8

0
.9

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
事

実
の

文
と

意
見

の
文

の
記

述
の

仕
方

の
違

い
に

気
付

く
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
9
.5

2
6
.7

7
8
.4

9
4
.6

9
9
.4

9
9
.7

1
.3

1
5
.6

1
.6

0
.1

0
.0

0
.0

8
3

3
段

落
相

互
の

関
係

を
考

え
る

こ
と

文
と

文
の

相
互

関
係

を
表

す
接

続
語

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
7
.6

2
8
.0

4
9
.8

7
8
.4

9
6
.1

9
7
.5

1
.3

1
2
.4

1
.4

0
.6

0
.1

0
.0

9
3

4
 

要
点

や
細

か
い

点
に

注
意

し
て

読
み

、
引

用
・

要
約

す
る

こ
と

文
中

の
言

葉
を

使
っ

て
文

章
を

要
約

す
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
3
6
.6

4
.0

1
1
.7

3
0
.6

5
2
.9

7
3
.8

7
.8

4
3
.1

1
9
.5

4
.8

0
.4

0
.0

1
0

3
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

説
明

の
仕

方
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
7
.7

2
.2

6
.4

2
8
.7

5
9
.0

8
5
.0

2
2
.2

6
6
.7

4
1
.3

2
2
.9

7
.2

2
.5

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

。
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
9
.3

2
1
.8

5
6
.4

8
1
.7

9
4
.4

9
9
.2

2
.0

2
4
.0

2
.5

0
.1

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
0
.0

2
3
.1

5
7
.8

8
4
.5

9
4
.5

9
1
.6

1
.9

2
2
.2

2
.1

0
.1

0
.1

0
.3

1
3

4
3

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

し
て

書
く

記
述

通
常

活
用

A
●

■
4
7
.5

2
.2

1
4
.4

3
9
.3

7
2
.3

9
2
.4

1
2
.5

5
0
.2

2
4
.5

1
1
.7

2
.2

0
.3

1
4

4
4

 
人

物
や

情
景

の
描

写
な

ど
に

つ
い

て
注

意
し

て
読

む
こ

と
人

物
の

描
写

や
気

持
ち

を
想

像
す

る
。

記
述

通
常

活
用

A
●

■
6
2
.3

7
.1

2
9
.4

5
9
.3

8
5
.6

9
5
.9

1
4
.8

5
6
.0

2
8
.0

1
4
.2

3
.7

0
.8

1
5

4
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

な
が

ら
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

情
景

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
3
0
.5

0
.9

7
.8

1
9
.7

5
0
.7

7
3
.6

1
4
.7

6
5
.8

3
0
.7

1
2
.0

2
.6

1
.1

1
6

5
1

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
4
.6

1
1
.1

2
6
.8

6
1
.9

9
2
.0

9
2
.4

5
.0

2
8
.9

1
1
.2

3
.3

0
.0

0
.5

1
7

5
2

文
章

の
間

違
い

を
正

し
た

り
、

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

し
た

り
す

る
こ

と
文

章
を

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
3
.7

0
.4

2
.8

2
2
.1

5
8
.5

8
2
.3

1
3
.3

5
2
.9

3
0
.7

1
1
.9

1
.1

0
.8

1
8

5
3

書
き

手
の

考
え

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

考
え

を
述

べ
る

こ
と

筆
者

が
考

え
を

明
確

に
伝

え
る

た
め

の
書

き
方

の
工

夫
に

気
付

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
2
.0

8
.4

2
6
.1

6
0
.0

8
4
.6

9
5
.6

1
8
.8

6
6
.7

4
3
.3

1
7
.9

2
.0

0
.8

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
4
.7

1
9
.8

4
0
.2

6
2
.4

8
1
.9

9
2
.7

1
1

6
1
.1

7
7
.6

3
0
.1

5
6
.7

7
8
.5

9
1
.8

9
7
.3

7
3
8
.9

4
4
.3

3
.6

1
4
.1

3
7
.1

6
6
.2

8
5
.5

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
9
0
.9

5
9
.6

8
2
.9

9
2
.4

9
8
.1

9
8
.2

3
1
6
.7

3
5
3
.4

6
.7

1
8
.6

4
8
.0

7
8
.4

9
0
.1

1
0

5
5
.6

4
6
2
.6

1
5
.5

3
7
.8

6
0
.4

8
0
.1

9
0
.8

3
1
6
.7

5
6
5
.6

2
0
.7

4
0
.9

6
3
.5

8
0
.3

9
8
.3

5
2
7
.8

A
7
5
.7

3
6
.3

5
7
.7

7
5
.1

8
7
.5

9
8
.3

5
2
7
.8

B
6
5
.2

1
9
.9

4
2
.5

6
3
.8

8
0
.7

9
1
.1

5
2
7
.8

C
5
9
.9

1
1
.0

3
3
.2

5
6
.9

7
9
.5

9
0
.5

3
1
6
.7

D
5
3
.4

6
.7

1
8
.6

4
8
.0

7
8
.4

9
0
.1

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

6
.9

%
1
3
.3

%
4
4
.0

%
2
4
.6

%
1
1
.2

%

5
2
7
.8

1
0

5
5
.6

4
2
2
.2

4
2
2
.2

1
4

7
7
.8

1
5
.6

3
1
6
.7

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
5
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

4
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.9

%

1
3
.3

%

4
4
.0

%

2
4
.6

%

1
1
.2

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
語
句
の
類
別
を
理
解
す
る
こ
と
 
大
問

2（
1）

基
礎

C 
 3
6.
8％

】
 

何
を
表
す
言
葉
か
に
目
を
向
け
て
言
葉
を
分
類
し
ま
し
た
。
分
類
が
ち
が
っ
て
い
る
の
は
ど
れ

で
す
か
。
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。（

正
答
）
エ
 
物
語
・
読
む
・
悲
し
い

 
 ■
 
分
析
 

 
 
語
句
の
類
別
を
理
解
す
る
設
問
で
解
答
形
式
は
選
択
で
、
ア
～
エ
の
選
択
肢
が
あ
る
。
通
過
率
は

36
.8
％
で
基
礎

C
と
し
て
は
低
い
。
段
階
別
通
過
率
は

R1
＝
6.
7％

、
R2
＝
12
.6
％
、
R3
＝
26
.1
％
、

R4
＝
50
.8
％
、
R5
＝
94
.8
％
で
あ
っ
た
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
R5

と
4
と
の
差
が

44
ポ
イ
ン
ト
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
通
過
率
が
低
い
理
由
を
誤
答
類
型
で
見
る
と
、「

大
き
い
・
白
い
・
う
つ
く
し
い
」
が

31
.5
％
で

最
も
多
い
。
ど
れ
も
性
質
上
は
同
じ
語
句
で
形
容
詞
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、「

大
き
さ
の
言

葉
」「

色
の
言
葉
」「

見
た
目
の
言
葉
」
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
設
問
文
に
あ
る
「
何
を
表

す
言
葉
か
に
目
を
向
け
て
分
類
す
る
」
の
「
何
を
表
す
言
葉
か
」
の
意
味
が
理
解
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）
「
何
を
表
す
言
葉
か
」
の
意
味
は
、
語
句
の
「
性
質
」
を
表
す
。
語
句
の
「
性
質
」
と
は
、
物
の

名
前
を
表
す
語
句
、
動
き
を
表
す
語
句
、
様
子
を
表
す
語
句
等
、
品
詞
の
こ
と
で
あ
る
。
小
学

校
で
は
「
品
詞
」
の
用
語
を
扱
わ
な
い
が
、
言
葉
は
何
を
表
す
か
と
い
う
概
念
は
指
導
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
言
葉
を
上
位
語
・
下
位
語
で
捉
え
た
り
、「

言
葉
の
樹
形
図
」
を
作
っ
て
言

葉
を
構
造
的
に
捉
え
た
り
す
る
言
葉
の
概
念
形
成
は
必
要
で
あ
る
。
語
句
を
「
分
類
」
す
る
た

め
に
は
言
葉
の
共
通
点
と
相
違
点
を
考
え
、
論
理
的
な
思
考
力
を
働
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
根
本
的
に
は
語
彙
力
を
豊
か
に
す
る
指
導
の
改
善
・
充
実
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
国
語
科
の
学
習
が
読
書
活
動
に
結
び
付
く
よ
う
に
工
夫
し
た
り
、「

話
す
」「

書
く
」
と

い
っ
た
言
葉
を
表
出
し
た
り
す
る
場
を
多
く
設
け
る
。
日
常
的
に
言
葉
の
感
度
を
高
め
、
言
葉

に
こ
だ
わ
る
環
境
作
り
も
大
切
で
あ
る
。
 

（
2）

児
童
が
「
語
句
の
性
質
や
役
割
を
知
る
と
便
利
だ
」
と
実
感
で
き
、
学
ぶ
必
然
性
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
場
の
設
定
や
手
だ
て
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、「

○
○
は
、
□
だ
。」

の
□
に
、「

で
き
る
か
ぎ
り
様
子
を
詳
し
く
す
る
言
葉
（
形
容
詞
等
）
を
考
え
て
み
よ
う
」
と
い

う
学
習
の
場
を
設
定
す
る
。
場
の
設
定
を
児
童
が
各
自
決
め
て
提
案
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ

る
。
提
案
し
た
場
を
具
体
例
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
取
る
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
る
か

等
を
交
流
す
る
。
い
ろ
い
ろ
な
感
じ
取
り
方
が
あ
る
こ
と
や
多
様
な
考
え
方
が
で
き
る
こ
と
が

実
の
場
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
事
実
と
意
見
の
関
係
を
考
え
る
設
問
 
大
問

3（
2）

基
礎

B 
54
.1
％
】
 

＜
考
え
た
こ
と
＞
の
段
落
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
を
、
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
ま
し
ょ
う
。
 
 
（
正
答
）
 
エ

 
 ■
 
分
析
 

全
体
の
通
過
率
は

64
.6
％
で
、
段
階
別
通
過
率
は

R1
＝
11
.1
％
、
R2
＝
26
.8
％
、
R3
＝
61
.9
％
、

R4
＝
92
.0
％
、
R5
＝
92
.4
％
で
あ
っ
た
。
R4

の
通
過
率
に
比
べ
て
、
R3

の
通
過
率
が

30
ポ
イ
ン
ト

低
く
、
R4

と
3
と
の
段
階
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
誤
答
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
ア
「
な
ぜ
こ
ん
ざ
つ
す
る
の
か
、
調
べ
た
理
由
」
で
あ
る
。

＜
考
え
た
こ
と
＞
の
段
落
に
は
、
混
雑
す
る
理
由
が
書
か
れ
て
お
り
、「

そ
の
た
め
、
図
書
室
が
こ

ん
ざ
つ
し
ま
す
。」

と
結
論
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
＜
考
え
た
こ
と
＞
の
段
落
に
は
、

「
な
ぜ
こ
ん
ざ
つ
す
る
の
か
、
調
べ
た
理
由
」
が
書
か
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
段
落
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
り
段
落
の
役
割
で
は
な
い
。
段
落
の
役
割
と
い
う
意
味

を
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

事
実
と
感
想
、
意
見
な
ど
の
関
係
を
叙
述
を
基
に
押
さ
え
、
文
章
全
体
の
構
成
を
捉
え
る
こ
と

は
高
学
年
の
指
導
事
項
で
あ
る
。
説
明
的
な
文
章
に
は
、
大
き
く
分
け
て
頭
括
型
、
尾
括
型
、

双
括
型
の
三
つ
あ
る
。
今
回
の
文
章
は
尾
括
型
で
あ
る
。
児
童
が
文
章
の
構
成
や
段
落
の
役
割

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
形
式
の
文
章
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
の
よ
さ
を
つ
か
む

こ
と
が
必
要
に
な
る
。
文
章
の
読
み
の
学
習
で
は
、
内
容
を
読
み
取
り
、
要
約
す
る
学
習
と
同

時
に
構
成
の
役
割
に
注
目
で
き
る
よ
う
な
学
習
が
不
可
欠
で
あ
る
。
児
童
は
内
容
の
理
解
と
段

落
の
役
割
の
理
解
を
混
同
し
た
り
誤
解
し
た
り
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。

 
（
2）

文
章
の
構
成
に
よ
っ
て
内
容
が
読
み
手
に
伝
わ
り
や
す
く
な
る
と
い
う
事
実
を
児
童
が
理
解
で

き
る
学
習
を
展
開
す
る
。
そ
の
際
、
そ
の
学
習
を
行
っ
た
こ
と
に
満
足
で
き
、
生
活
に
使
っ
て

い
き
た
い
と
実
感
で
き
る
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
幾
つ
か
の
学
習
材
を
用

意
し
、
内
容
が
よ
り
よ
く
伝
わ
る
構
成
は
ど
れ
か
」
を
比
べ
、
児
童
が
個
別
に
あ
る
い
は
数
人

で
、
伝
わ
り
方
の
違
い
が
ど
う
な
る
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
に
、
考
え
を
支
え
る
根
拠
・
理

由
を
明
確
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
。「

何
を
伝
え
た
い
か
」（

内
容
意
識
）、

誰
に
伝
え
た
い

か
」（

相
手
意
識
）「

ど
の
よ
う
に
工
夫
す
れ
ば
よ
く
伝
わ
る
か
」（

方
法
意
識
）
を
自
己
決
定
さ

せ
主
体
的
に
学
び
を
展
開
す
る
。
自
分
で
選
択
す
る
こ
と
で
、
段
落
を
ど
う
組
み
立
て
る
か
に

つ
い
て
の
意
欲
が
高
ま
る
。
そ
れ
を
他
者
と
交
流
す
る
こ
と
で
多
様
な
考
え
が
生
ま
れ
、
段
落

の
役
割
に
つ
い
て
も
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

- 45 - 

Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
意

図
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

相
手

の
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
3
.2

3
7
.9

6
5
.8

8
4
.1

9
5
.6

9
6
.2

0
.3

3
.4

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
意

図
を

自
分

の
意

見
と

比
べ

る
な

ど
し

て
考

え
を

ま
と

め
る

話
の

内
容

に
つ

い
て

友
達

の
考

え
と

比
べ

、
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
9
.3

5
0
.8

7
6
.0

9
1
.2

9
7
.2

9
9
.5

2
.9

2
3
.2

6
.1

1
.8

0
.1

0
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

部
首

を
正

し
く

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
5
.0

6
3
.8

8
8
.7

9
7
.1

9
9
.5

1
0
0
.0

0
.1

2
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
文

や
文

章
に

は
い

ろ
い

ろ
な

構
成

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
重

文
を

単
文

に
分

け
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
9
2
.5

5
9
.9

8
4
.3

9
3
.9

9
8
.2

1
0
0
.0

0
.2

3
.4

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
の

使
い

方
に

慣
れ

る
こ

と
丁

寧
語

と
尊

敬
語

を
正

し
く

使
う

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
4
5
.8

1
8
.6

2
4
.0

3
4
.1

6
0
.5

9
8
.5

0
.5

4
.5

0
.9

0
.2

0
.0

0
.0

6
3

1
文

章
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

こ
と

文
章

に
書

か
れ

て
い

る
話

題
を

つ
か

む
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
2
.0

5
8
.8

8
4
.3

9
3
.6

9
7
.2

9
9
.7

0
.3

5
.6

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

、
感

想
の

関
係

を
押

さ
え

る
こ

と
意

見
・

感
想

の
理

由
や

根
拠

と
し

て
い

る
事

実
や

事
例

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

4
8
.7

1
4
.7

2
2
.7

4
2
.3

6
9
.9

7
6
.6

0
.5

6
.2

0
.7

0
.2

0
.0

0
.0

8
3

3
文

章
の

要
旨

を
捉

え
る

こ
と

筆
者

の
最

も
言

い
た

い
こ

と
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
8
.0

2
1
.5

3
6
.2

6
6
.5

8
7
.7

9
2
.7

0
.8

7
.9

1
.1

0
.4

0
.3

0
.3

9
3

4
自

分
の

考
え

を
広

げ
た

り
深

め
た

り
す

る
こ

と
筆

者
の

考
え

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
9
.8

0
.0

2
.8

5
.6

1
8
.1

2
2
.4

7
.3

3
4
.5

1
7
.6

5
.8

1
.5

0
.0

1
0

3
5

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
説

明
の

仕
方

や
書

き
方

の
工

夫
に

付
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

5
6
.4

6
.2

1
9
.2

5
2
.3

7
8
.7

9
4
.2

1
2
.2

4
2
.9

2
9
.6

1
0
.8

3
.5

0
.8

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
0
.9

3
0
.5

7
8
.4

9
5
.3

9
8
.8

1
0
0
.0

0
.5

9
.0

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
1
.9

2
0
.3

2
7
.9

5
7
.4

8
5
.0

9
1
.9

0
.7

1
0
.2

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

1
3

4
3

場
面

に
つ

い
て

の
描

写
を

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
6
.3

3
1
.1

6
7
.3

8
9
.6

9
7
.2

9
9
.2

1
.0

1
1
.3

2
.0

0
.2

0
.0

0
.0

1
4

4
4

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
心

情
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
 

 
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

7
9
.8

1
6
.4

5
2
.7

8
3
.1

9
4
.1

9
9
.2

4
.8

3
6
.2

1
3
.3

2
.3

0
.0

0
.0

1
5

4
5

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
 

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
2
0
.3

0
.0

1
.5

1
0
.2

3
1
.5

6
7
.5

1
1
.8

4
6
.9

2
5
.7

1
0
.7

2
.8

2
.0

1
6

5
1

考
え

を
明

確
に

表
現

す
る

た
め

に
、

文
章

全
体

の
構

成
の

効
果

を
考

え
る

こ
と

頭
括

型
、

尾
括

型
、

双
括

型
の

効
果

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
1
.2

1
8
.1

5
5
.1

8
3
.8

9
6
.6

9
9
.5

1
.5

1
3
.6

3
.9

0
.3

0
.3

0
.0

1
7

5
2

表
現

の
効

果
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

た
り

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
表

現
の

曖
昧

さ
は

な
い

か
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

て
書

き
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

6
8
.9

5
.1

2
4
.8

6
9
.6

9
3
.4

9
8
.0

7
.2

4
2
.4

2
1
.8

3
.9

0
.5

0
.0

1
8

5
3

表
現

の
仕

方
に

着
目

し
て

助
言

し
合

う
こ

と
表

現
の

仕
方

に
つ

い
て

助
言

す
る

、
ま

た
は

助
言

を
も

と
に

書
き

足
す

。
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

2
7
.8

2
.3

6
.5

1
7
.1

4
2
.2

7
6
.3

1
0
.9

4
8
.6

2
5
.3

9
.3

2
.5

0
.3

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
6
.6

2
5
.3

4
5
.5

6
4
.8

8
0
.1

8
9
.5

1
1

6
1
.1

7
6
.9

3
4
.1

5
7
.7

7
6
.1

8
9
.7

9
5
.9

7
3
8
.9

5
0
.4

1
1
.5

2
6
.2

4
7
.0

6
5
.0

7
9
.6

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
8
6
.3

4
4
.4

7
0
.9

8
7
.6

9
6
.4

9
7
.9

3
1
6
.7

3
5
9
.3

8
.5

2
8
.8

5
6
.8

7
7
.4

9
1
.3

1
0

5
5
.6

4
6
1
.4

1
9
.9

3
9
.3

5
9
.6

7
5
.8

8
4
.4

3
1
6
.7

5
7
7
.8

4
7
.5

6
5
.6

7
5
.0

8
6
.1

9
9
.5

5
2
7
.8

A
8
1
.2

4
6
.2

6
7
.8

8
0
.1

9
0
.2

9
8
.8

5
2
7
.8

B
5
5
.0

2
0
.2

3
3
.0

5
2
.1

7
0
.3

7
7
.1

5
2
7
.8

C
6
7
.9

1
9
.7

4
5
.6

6
7
.1

8
1
.3

9
1
.6

3
1
6
.7

D
5
9
.3

8
.5

2
8
.8

5
6
.8

7
7
.4

9
1
.3

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

5
.3

%
1
3
.9

%
4
5
.4

%
2
3
.4

%
1
2
.0

%

5
2
7
.8

1
1

6
1
.1

1
5
.6

6
3
3
.3

1
1

6
1
.1

1
5
.6

6
3
3
.3

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
6
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

5
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.3

%

1
3
.9

%

4
5
.4

%

2
3
.4

%

1
2
.0

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使
い
方
に
慣
れ
る
こ
と
 
大
問

2（
3）

基
礎

C 
45
.8
％
】
 

「
言
う
」
の
け
ん
じ
ょ
う
語
は
ど
れ
で
す
か
。
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま

し
ょ
う
。
 

ア
 
お
っ
し
ゃ
る
 
イ
 
言
い
ま
す
 
ウ
 
申
し
上
げ
る
 
エ
 
お
話
し
す
る
 
 
正
答
ウ

 
 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

45
.8
％
で
あ
る
。
段
階
ご
と
の
通
過
率
は
、
R1
＝
18
.6
％
、
R2
＝
24
.0
％
、

R3
＝
34
.1
％
、
R4
＝
60
.5
％
、
R5
＝
98
.5
％
で
あ
り
、
段
階
間
の
差
が
大
き
い
。
誤
答
を
見
る
と
、

ア
が

39
.1
％
と
正
答
に
次
い
で
多
く
、
イ
が

11
.1
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

基
礎

C
レ
ベ
ル
の
設
問
で
段
階
差
が
大
き
い
背
景
に
は
、
敬
語
の
定
着
の
困
難
さ
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
特
に
、
敬
語
の
中
で
も
児
童
に
と
っ
て
謙
譲
語
の
理
解
は
難
し
い
。
ま
た
、
ア
の
尊
敬
語

を
選
ん
だ
児
童
が
多
い
こ
と
か
ら
、
尊
敬
語
は
相
手
が
行
う
行
為
の
動
詞
を
変
化
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
謙
譲
語
は
自
分
の
行
為
の
動
詞
を
変
化
さ
せ
て
相
手
へ
の
敬
意
を
表
す
こ
と
の
区
別
を
正
確
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
主
語
を
補
っ
て
判
断
す
る
こ
と
が
手
だ
て
に
な

る
。
敬
語
は
日
常
生
活
の
中
で
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
身
に
付
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敬

語
を
使
う
機
会
が
多
い
児
童
と
少
な
い
児
童
で
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
謙

譲
語
を
使
う
機
会
が
少
な
い
た
め
、
児
童
に
と
っ
て
身
近
で
な
い
こ
と
が
大
き
い
。
 

 

■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

 （
1）

日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
を
理
解
し
、
使
い
慣
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
高
学
年
の
指
導

事
項
で
あ
る
。
児
童
自
身
が
、
敬
語
の
役
割
や
必
要
性
を
自
覚
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、
相
手
、
目
的
や
意
図
、
場
面
や
状
況
に
応
じ
て
、
言
葉
遣
い
を
選

ん
で
適
切
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
具
体
的
に
相
手
と
自
分
の
立
場
を
確
認

し
て
使
い
方
を
理
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
言
語
感
覚
を
養
う
こ
と
は
、
言
語
活
動
を
充
実

さ
せ
、
自
分
な
り
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
の
形
成
に
も
役
立
つ
は
ず
で
あ
る
。
 

（
2）

児
童
が
敬
語
を
理
解
し
意
欲
的
に
身
に
付
け
て
い
き
た
い
と
思
え
る
学
習
が
展
開
さ
れ
る
た
め

に
、
自
分
の
生
活
に
着
目
で
き
る
学
習
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
丁
寧
語
、
尊
敬
語
、
謙

譲
語
を
表
に
整
理
し
て
掲
示
し
日
常
的
に
意
識
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
環
境
と
し
て
望
ま

し
い
。
敬
語
の
必
要
性
を
自
覚
し
、
使
用
で
き
る
場
を
学
習
者
の
自
己
決
定
を
基
軸
に
設
定
し

て
い
く
。
例
え
ば
、
児
童
が
個
別
に
敬
語
を
使
う
場
面
を
決
め
、
実
際
の
文
章
を
個
別
に
又
は

仲
間
と
検
討
し
、
実
践
す
る
。
敬
語
が
相
手
の
方
の
た
め
に
効
果
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
振

り
返
り
の
観
点
に
す
る
。
実
際
に
使
う
場
面
を
増
や
し
他
教
科
や
学
校
行
事
と
関
連
さ
せ
て
い

く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上
の
工
夫
を
し
て
い
く
。
 

【
登
場
人
物
の
相
互
関
係
を
捉
え
る
こ
と
 
大
問

3（
4）

活
用

A 
9.
8％

】
 

千
円
札
な
ど
の
紙
へ
い
に
も
、
和
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
上
の
文

章
を
も
と
に
し
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
 
 
 

正
答
(例

)紙
へ
い
は
、
ノ
ー
ト
や
色
紙
の
よ
う
に
破
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
水
を
す
っ
て
も

破
れ
に
く
い
和
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

9.
8％

で
あ
っ
た
。
段
階
別
で
は
、
R1
＝
0％

、
R2
＝
2.
8％

、
R3
＝
5.
6％

、

R4
＝
18
.1
％
、
R5
＝
22
.4
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
設
問
の
解
答
形
式
は
複
合
条
件
で
、「

叙
述
か
ら
必

要
な
情
報
を
見
付
け
」「

自
分
の
考
え
を
書
く
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
を
満
た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
。
抽
出
校
の
誤
答
の
う
ち
片
方
の
要
素
の
み
満
た
し
て
い
る
誤
答
が

33
.4
％
に
の
ぼ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
通
過
率
が
低
い
要
因
の
一
つ
に
、
複
合
条
件
で
課
題
を
解
決
す
る
活
動
が
日
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「

筆
者
の
考
え
や
事
実
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
書
く
」「

叙
述
か
ら
根

拠
を
見
付
け
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
活
動
は
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
設
問
の
よ
う
に
「
文
章
中
に
は
出
て
こ
な
い
『
紙
幣
』
が
『
和
紙
で
で
き
て
い
る
理
由
』
を

『
叙
述
を
も
と
に
し
て
』『

自
分
で
考
え
る
』」

と
い
っ
た
複
合
的
な
課
題
解
決
の
経
験
は
少
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
根
拠
と
な
る
情
報
を
見
付
け
る
力
が
十
分
で
な
い
こ
と
も

誤
答
か
ら
分
か
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）
「
叙
述
か
ら
根
拠
を
見
付
け
、
根
拠
か
ら
理
由
付
け
を
し
、
根
拠
と
理
由
を
基
に
自
分
の
考
え
を

明
確
に
す
る
」
考
え
・
根
拠
・
理
由
の
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
を
踏
ま
え
て
自
力
解
決
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
明
確
な
視
点
を
も
っ
て
考
え
る
力
が
育
ま
れ
る
。
ま
た
、
学
習
材
の
文
や
文
章
を
基

に
し
て
、
そ
こ
に
は
出
て
こ
な
い
事
象
に
つ
い
て
も
考
え
る
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
こ
れ
か
ら

の
世
の
中
は
児
童
に
と
っ
て
未
知
の
世
界
で
あ
る
。
身
近
な
学
び
や
知
識
を
駆
使
し
て
な
ん
と

か
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
向
か
う
こ
と
が
日
常
の
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

想
定
外
の
課
題
に
対
し
て
根
拠
を
基
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
力
は
不
可
欠
と
な
る
。
 

（
2）

学
習
課
題
解
決
に
向
か
う
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
・
問
い
を
基
に
、
自
分
な
り
の
学
習
課
題
を
立
て
る
。（

時
に
は
、
教
師
の
考
え
た
課
題
）
 

 
・
自
分
な
り
の
方
法
で
、
自
分
な
り
に
解
決
す
る
。
 

 
・
一
人
で
の
解
決
が
難
し
い
場
合
は
、
友
達
に
相
談
し
た
り
、
課
題
を
変
え
た
り
す
る
。
 

 
・
自
分
と
同
じ
課
題
や
違
う
課
題
の
友
達
と
協
同
し
て
学
ぶ
。
 

・
交
流
す
る
時
や
交
流
の
相
手
は
自
分
が
必
要
な
時
に
必
要
に
応
じ
て
自
由
に
選
ぶ
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
意

図
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

話
の

目
的

や
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
5
.7

2
5
.2

4
1
.1

6
5
.0

8
0
.4

8
7
.1

3
.9

1
5
.0

1
2
.7

2
.5

0
.7

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
意

図
と

自
分

の
意

見
と

比
べ

る
な

ど
し

て
考

え
を

ま
と

め
る

話
し

手
の

意
見

と
比

べ
て

、
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
7
.1

4
4
.9

6
7
.5

8
9
.6

9
8
.3

9
8
.6

8
.5

3
8
.6

2
4
.0

6
.0

0
.5

1
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

成
り

立
ち

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
6
.5

4
4
.1

6
3
.7

7
4
.5

8
5
.1

9
8
.6

1
.1

7
.1

2
.7

0
.7

0
.2

0
.0

4
2

2
文

や
文

章
に

は
い

ろ
い

ろ
な

構
成

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
複

文
を

単
文

に
分

け
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
6
.4

8
7
.4

9
2
.8

9
6
.4

9
8
.8

1
0
0
.0

0
.2

2
.4

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
の

使
い

方
に

慣
れ

る
こ

と
謙

譲
語

と
尊

敬
語

を
正

し
く

使
う

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
1
.2

3
2
.3

3
6
.3

5
4
.5

7
6
.8

9
9
.0

0
.3

3
.1

0
.0

0
.1

0
.2

0
.0

6
3

1
文

章
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

こ
と

文
章

全
体

の
構

成
を

把
握

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
5
1
.4

1
1
.0

2
0
.2

4
6
.6

6
6
.5

9
8
.6

0
.5

7
.9

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

、
感

想
の

関
係

を
押

さ
え

る
こ

と
ど

の
よ

う
な

事
実

を
根

拠
と

し
て

感
想

や
意

見
を

主
張

し
よ

う
と

し
て

い
る

か
を

把
握

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
4
.1

3
0
.7

6
5
.8

8
6
.7

9
5
.7

9
9
.0

0
.7

8
.7

0
.3

0
.3

0
.0

0
.0

8
3

3
文

章
の

要
旨

を
捉

え
る

こ
と

文
章

の
内

容
の

中
心

と
な

る
文

を
押

さ
え

て
要

約
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
3
.7

2
9
.1

6
0
.6

8
7
.2

9
7
.1

9
6
.7

1
.1

1
1
.0

0
.7

0
.7

0
.2

0
.0

1
0

3
4

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
説

明
の

仕
方

や
書

き
方

の
工

夫
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

4
5
.8

4
.7

1
2
.7

4
0
.1

6
3
.7

9
1
.9

1
0
.2

4
6
.5

2
4
.7

8
.6

1
.2

0
.0

9
3

5
自

分
の

考
え

を
広

げ
た

り
深

め
た

り
す

る
こ

と
筆

者
の

考
え

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
7
5
.8

2
2
.0

5
2
.7

7
5
.3

9
2
.6

9
6
.2

1
0
.4

4
8
.8

2
3
.6

8
.7

1
.4

0
.5

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
7
.2

4
5
.7

7
6
.7

8
8
.2

9
5
.5

1
0
0
.0

0
.6

7
.1

0
.7

0
.2

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
5
7
.8

2
2
.0

3
4
.9

5
2
.0

7
8
.2

7
9
.4

0
.9

7
.9

2
.1

0
.2

0
.2

0
.0

1
3

4
3

場
面

に
付

い
て

の
描

写
を

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
9
.0

2
5
.2

5
4
.1

8
0
.6

9
3
.6

9
9
.5

1
.2

9
.4

3
.1

0
.3

0
.0

0
.5

1
5

4
4

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

1
3
.6

0
.8

3
.8

8
.4

2
0
.6

3
8
.3

1
1
.5

4
4
.1

2
3
.3

9
.4

5
.0

2
.4

1
4

4
5

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

こ
と

優
れ

た
叙

述
（

内
容

）
に

つ
い

て
、

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
4
0
.8

2
.4

1
9
.5

3
5
.2

5
8
.8

6
7
.5

1
3
.3

5
2
.0

2
6
.0

1
2
.1

4
.0

2
.9

1
6

5
1

考
え

を
明

確
に

表
現

す
る

た
め

に
、

文
章

全
体

の
構

成
の

効
果

を
考

え
る

こ
と

説
得

力
の

あ
る

文
章

の
構

成
を

考
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
4
.3

1
8
.1

4
4
.2

7
5
.0

9
2
.8

9
6
.7

3
.9

2
0
.5

9
.6

2
.8

0
.5

0
.5

1
7

5
2

表
現

の
効

果
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

た
り

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
よ

り
よ

い
言

葉
や

文
に

書
き

直
す

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
4
9
.1

3
.9

1
9
.5

4
0
.0

7
3
.2

8
9
.5

1
4
.6

5
2
.8

3
0
.8

1
5
.3

2
.2

0
.0

1
8

5
3

 
表

現
の

仕
方

に
着

目
し

て
助

言
し

合
う

こ
と

助
言

さ
れ

た
内

容
を

参
考

に
し

て
書

き
換

え
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
7
4
.5

1
8
.9

5
1
.7

7
3
.0

9
2
.1

9
7
.6

1
8
.3

6
2
.2

3
7
.7

1
8
.8

4
.5

1
.4

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
6
.9

2
6
.0

4
5
.4

6
4
.9

8
1
.1

9
0
.8

1
1

6
1
.1

7
4
.3

3
3
.7

5
3
.7

7
3
.3

8
7
.3

9
5
.9

7
3
8
.9

5
5
.2

1
3
.9

3
2
.5

5
1
.7

7
1
.3

8
2
.8

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
7
6
.4

3
5
.0

5
4
.3

7
7
.3

8
9
.3

9
2
.8

3
1
6
.7

3
6
6
.0

1
3
.6

3
8
.5

6
2
.6

8
6
.0

9
4
.6

1
0

5
5
.6

4
6
1
.9

1
9
.4

4
0
.1

6
0
.0

7
6
.2

8
6
.7

3
1
6
.7

5
7
8
.0

5
4
.6

6
4
.3

7
5
.2

8
6
.9

9
9
.2

5
2
7
.8

A
7
7
.4

4
6
.8

6
0
.3

7
6
.0

8
7
.9

9
6
.7

5
2
7
.8

B
6
8
.2

1
9
.5

4
2
.4

6
7
.2

8
3
.1

9
6
.5

5
2
7
.8

C
5
5
.7

1
9
.2

3
7
.8

5
2
.8

6
9
.3

7
6
.9

3
1
6
.7

D
6
6
.0

1
3
.6

3
8
.5

6
2
.6

8
6
.0

9
4
.6

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

6
.0

%
1
3
.9

%
4
2
.5

%
2
7
.6

%
9
.9

%

5
2
7
.8

1
1

6
1
.1

1
5
.6

6
3
3
.3

1
1

6
1
.1

0
0
.0

7
3
8
.9

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
1
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

6
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.0

%

1
3
.9

%

4
2
.5

%

2
7
.6

%

9
.9

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1

- 48 - 



【
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
る
こ
と
 
大
問

3（
1）

基
礎

C 
51
.4
％
】
 

こ
の
文
章
を
、
次
の
よ
う
な
見
出
し
を
つ
け
て
大
き
く
四
つ
に
分
け
ま
し
た
。
イ
と
ウ
の
項
目

の
中
の
、
□
に
入
る
段
落
番
号
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
ア
 
「
本
能
に
つ
い
て
」
･･
･･
･･
1～

4 

 
 
 
 
 
イ
 
「
本
能
」
の
欠
点
･･
･･
･･
5～

□
 

 
 
 
 
 
ウ
 
「
知
能
」
に
つ
い
て
と
、
そ
の
欠
点
･･
･･
･･
□
～
16
 

 
エ
 
「
知
能
」
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
生
物
･･
･･
･･
17
～
18
 

正
答
 
 
イ
 9
 
 
ウ
 1
0 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

51
.4
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
見
る
と

R1
＝
11
.0
％
、
R2
＝
20
.2
％
、
R3
＝

46
.6
％
、
R4
＝
66
.5
％
、
R5
＝
98
.6
％
で
あ
る
。
基
礎

C
の
設
問
と
し
て
は

R3
以
下
の
通
過
率
が

低
く
、
段
階
差
が
大
き
い
。
無
答
率
を
見
る
と

R1
が

7.
9％

だ
が
、
そ
の
他
の
段
階
は
ほ
ぼ

0％
で

あ
る
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
本
文
で
は
、「

こ
う
し
た
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
発
達
し
た
の
が
「
知
能
」
で
あ
る
。」

と

の
表
現
が
第

11
段
落
に
あ
り
、
こ
こ
で
「
知
能
」
と
い
う
言
葉
が
本
文
中
で
初
出
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
を
第

3
の
ま
と
ま
り
の
初
め
と
考
え
た
生
徒
が
多
い
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
 

 
第

10
段
落
に
「
そ
れ
で
は
」
と
い
う
接
続
詞
が
あ
り
、
続
い
て
そ
の
文
末
が
「
～
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
」
と
話
題
を
転
換
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
気
付
け
ば
正
し
い
答
え
が
導
か
れ
る
は
ず
だ

が
、
そ
こ
に
着
目
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

説
明
的
な
文
章
を
読
む
と
き
は
、
ま
ず
、
筆
者
は
「
何
を
伝
え
た
く
て
こ
の
文
章
を
書
い
た
の

か
」
と
い
う
内
容
の
大
枠
を
捉
え
る
視
点
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
指
導
事
項
と
し
て
、

接
続
詞
、
文
末
表
現
な
ど
に
着
目
し
、
文
章
中
で
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

（
2）

こ
れ
ま
で
の
説
明
文
の
学
習
で
は
、
本
文
を
通
読
し
、
各
段
落
の
内
容
な
ど
を
確
認
し
た
後
に
、

本
文
の
要
約
や
段
落
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
流
れ
が
一
般
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
 

そ
こ
で
、
学
習
者
主
体
の
学
び
の
手
だ
て
と
し
て
、
本
文
を
通
読
し
た
後
、
お
お
ま
か
な
内
容

を
生
徒
が
互
い
に
説
明
し
た
り
、
幾
つ
か
の
ま
と
ま
り
に
分
け
て
内
容
を
自
力
で
要
約
し
た
り

し
て
発
表
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
こ
ち
ら
か

ら
要
約
の
方
法
や
着
眼
点
、
指
示
語
等
の
使
い
方
な
ど
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
、
生
徒
の

活
動
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
適
宜
基
礎
的
な
指
導
事
項
に
つ
い
て
助
言
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
 

【
場
面
に
付
い
て
の
描
写
を
捉
え
る
こ
と
 
大
問

4（
2）

基
礎

B 
57
.8
％
】
 

 
——
——
線
②
「
自
分
の
ま
わ
り
の
音
が
全
部
消
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。」

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

表
現
か
ら
「
真
歩
」
の
ど
の
よ
う
な
様
子
が
わ
か
り
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
ア
 
答
え
を
出
そ
う
と
考
え
た
が
、
あ
き
ら
め
た
様
子
。
 

 
 
 
 
 
イ
 
心
の
中
に
あ
る
理
想
の
姿
が
消
え
て
し
ま
っ
た
様
子
。
 

 
 
 
 
 
ウ
 
自
分
で
答
え
が
出
せ
ず
、
耳
を
ふ
さ
い
で
い
る
様
子
。
 

（
正
答
）
エ
 
音
が
聞
こ
え
な
い
ほ
ど
深
く
考
え
に
集
中
し
て
い
る
様
子
。
 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

57
.8
％
で
あ
っ
た
。
他
の
設
問
に
比
べ
て
通
過
率
が
低
く
、
第

5・
6
学
年
の

指
導
事
項
で
あ
る
「
登
場
人
物
の
相
互
関
係
や
心
情
、
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
を
捉
え
、
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
る
こ
と
」
の
定
着
度
の
差
異
が
分
か
る
。
ま
た
、
誤
答
率
は
イ
が
最
多
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

——
——
線
②
後
の
「
ふ
と
…
…
頭
に
浮
か
ぶ
。」

と
い
う
一
文
か
ら
“
見
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、

（
こ
の
一
文
で
）
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
”
と
読
み
取
ら
れ
、
イ
の
誤
答
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
——
——
線
②
の
前
に
あ
る
心
情
や
描
写
の
読
解
が
重
要
で
あ
り
、
奈
津
季

の
「
ど
う
な
の
お
ま
え
は
？
」
と
い
う
問
い
に
、
真
歩
が
「
聞
か
れ
て
黙
っ
た
」
こ
と
や
「
ま
だ
自

分
で
答
え
が
出
せ
な
い
」
こ
と
を
踏
ま
え
た
り
、「

真
歩
は
、
前
キ
ャ
プ
テ
ン
の
奈
津
季
に
悩
み
を

相
談
し
て
い
る
」
と
い
う
最
初
の
一
文
を
踏
ま
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
真
歩
の
考
え
込
ん

で
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

場
面
や
部
分
に
分
け
て
で
は
な
く
、
作
品
全
体
を
通
し
て
読
解
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
登
場
人
物
の
心
情
の
移
り
変
わ
り
や
変
化
が
起
き
た
部
分
に
つ
い
て
、
出
来
事
や

言
動
に
着
目
し
て
捉
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
部
分
の
前
に
は
ど
の
よ
う
な
出
来

事
が
あ
り
、
登
場
人
物
の
言
動
が
ど
の
よ
う
に
変
化
に
影
響
し
て
い
る
か
を
、
そ
の
前
後
の
心

情
と
比
較
し
て
読
み
取
り
な
が
ら
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

（
2）

生
徒
が
主
体
的
に
学
習
計
画
を
立
て
、
学
び
方
を
選
択
し
て
い
く
よ
う
な
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、「

主
人
公
の
心
情
変
化
を
捉
え
る
」
と
い
う
課
題
を
立
て
、
着
眼
点
を
「
主
人
公
の
言

動
」「

他
の
人
物
の
言
動
」「

作
品
設
定
や
人
物
設
定
」
等
か
ら
選
択
さ
せ
て
学
習
を
進
め
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
作
品
や
人
物
に
対
す
る
多
様
な
読
み
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の

学
び
を
、
対
話
を
通
し
て
共
有
し
た
り
議
論
し
た
り
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
多

面
的
・
多
角
的
に
内
容
を
理
解
し
、
深
い
学
び
に
至
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
 

Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
質

問
し

な
が

ら
聞

き
取

る
こ

と
相

手
が

言
い

た
い

こ
と

を
確

か
め

た
り

，
足

り
な

い
情

報
を

聞
き

出
す

た
め

に
質

問
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
5
.9

4
6
.6

7
3
.9

8
9
.0

9
5
.7

9
7
.6

2
.6

1
5
.5

5
.5

1
.3

0
.3

0
.0

2
1

2
自

分
の

考
え

と
の

共
通

点
・

相
違

点
を

整
理

す
る

こ
と

話
し

手
の

意
見

に
ふ

れ
な

が
ら

、
自

分
の

意
見

を
書

く
。

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
7
6
.5

2
1
.6

5
2
.5

8
0
.8

9
6
.0

9
5
.6

1
1
.5

5
2
.6

2
3
.5

8
.2

0
.7

1
.2

3
2

1
音

声
の

働
き

や
仕

組
み

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

イ
ン

ト
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
違

い
に

気
が

付
く

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
3
.4

4
2
.2

7
1
.3

8
4
.2

9
7
.0

1
0
0
.0

0
.4

4
.3

0
.3

0
.1

0
.0

0
.0

4
2

2
単

語
の

類
別

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

自
立

語
と

付
属

語
に

分
類

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
8
.1

3
2
.8

6
2
.3

7
7
.6

9
7
.0

1
0
0
.0

0
.7

6
.9

1
.2

0
.1

0
.0

0
.0

5
3

1
文

脈
の

中
に

お
け

る
語

句
の

意
味

を
的

確
に

捉
え

、
理

解
す

る
こ

と
文

章
全

体
に

お
け

る
語

句
の

役
割

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
4
.2

3
6
.2

4
6
.4

5
6
.5

8
9
.1

1
0
0
.0

0
.5

6
.9

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

2
中

心
的

な
部

分
と

付
加

的
な

部
分

を
読

み
分

け
、

目
的

や
必

要
に

応
じ

て
要

約
す

る
こ

と
中

心
的

な
部

分
を

押
さ

え
、

内
容

を
捉

え
て

要
約

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
0
.7

2
5
.0

4
4
.1

7
5
.7

9
0
.4

8
6
.5

0
.6

6
.9

0
.3

0
.1

0
.0

0
.4

7
3

3
目

的
や

必
要

に
応

じ
て

要
約

し
た

り
、

要
旨

を
捉

え
た

り
す

る
こ

と
要

旨
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
8
.0

1
8
.1

3
3
.0

6
2
.1

7
5
.2

7
4
.9

0
.6

7
.8

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

8
3

4
文

章
の

構
成

や
展

開
・

表
現

の
特

徴
に

つ
い

て
考

え
を

も
つ

こ
と

筆
者

の
説

明
の

仕
方

の
特

徴
を

捉
え

る
。

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
3
8
.4

3
.4

1
3
.9

4
0
.4

3
1
.8

8
8
.8

9
.2

5
0
.9

2
0
.0

4
.2

3
.3

0
.0

9
3

5
文

章
に

表
れ

て
い

る
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
と

ら
え

、
自

分
の

見
方

や
考

え
方

を
広

く
す

る
こ

と
筆

者
の

も
の

の
見

方
に

対
す

る
自

分
の

考
え

を
、

知
識

や
経

験
を

基
に

し
て

書
く

。
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

6
6
.8

1
3
.8

4
2
.3

6
9
.6

8
9
.4

8
7
.6

1
3
.9

6
4
.7

2
7
.8

9
.7

2
.3

0
.8

1
0

4
1

場
面

の
展

開
や

登
場

人
物

の
描

写
に

注
意

し
て

読
み

、
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

行
動

・
会

話
な

ど
の

描
写

か
ら

内
容

を
理

解
す

る
。

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
1
.7

6
2
.1

8
6
.4

9
2
.9

9
8
.7

1
0
0
.0

0
.7

1
2
.1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
1

4
2

場
面

の
展

開
や

登
場

人
物

の
描

写
に

注
意

し
て

読
み

、
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

心
情

・
情

景
な

ど
の

描
写

か
ら

内
容

を
理

解
す

る
。

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
1
.9

4
8
.3

8
4
.3

9
6
.1

9
9
.0

9
8
.4

0
.8

1
2
.9

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
3

文
章

の
構

成
や

展
開

・
表

現
の

特
徴

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

の
表

現
の

特
徴

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
6
3
.0

1
5
.5

3
4
.2

7
0
.2

6
5
.2

9
5
.2

7
.8

4
4
.0

1
7
.7

3
.6

1
.7

0
.4

1
3

4
4

文
章

に
表

れ
て

い
る

も
の

の
見

方
や

考
え

方
を

と
ら

え
、

自
分

の
考

え
方

を
広

く
す

る
こ

と
読

み
手

と
し

て
、

自
分

の
見

方
や

考
え

方
を

広
く

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
7
9
.7

2
3
.3

6
2
.3

8
2
.4

9
8
.3

9
7
.2

1
2
.3

5
5
.2

2
5
.2

8
.9

0
.3

1
.2

1
4

5
1

段
落

の
役

割
を

考
え

て
文

章
を

構
成

す
る

こ
と

段
落

の
役

割
を

考
え

て
接

続
語

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

9
5
.3

6
5
.5

9
3
.9

9
7
.6

9
8
.3

9
9
.2

1
.1

1
3
.8

0
.9

0
.2

0
.0

0
.0

1
5

5
2

表
記

や
語

句
の

用
法

、
叙

述
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

確
か

め
る

こ
と

表
記

や
語

句
の

用
法

、
叙

述
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

適
切

に
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

4
1
.4

4
.3

1
8
.6

4
1
.3

6
2
.3

6
4
.9

1
1
.7

4
6
.6

2
1
.4

9
.1

3
.3

1
.6

1
6

5
3

題
材

の
捉

え
方

、
材

料
の

用
い

方
、

根
拠

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

こ
と

題
材

の
捉

え
方

、
資

料
の

用
い

方
、

根
拠

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

助
言

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
1
0
.8

0
.9

2
.6

9
.2

1
1
.6

3
1
.5

2
9
.2

7
3
.3

4
7
.5

2
5
.8

1
8
.2

9
.2

1
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6

―
6
8
.5

2
8
.7

5
1
.4

7
0
.4

8
0
.9

8
8
.6

9
5
6
.3

7
9
.9

4
1
.9

6
6
.2

8
1
.3

9
3
.4

9
5
.2

7
4
3
.8

5
3
.8

1
1
.8

3
2
.3

5
6
.3

6
4
.9

8
0
.1

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
2
.5

2
8
1
.2

3
4
.1

6
3
.2

8
4
.9

9
5
.9

9
6
.6

3
1
8
.8

3
4
9
.2

2
3
.6

3
8
.4

4
9
.4

5
7
.4

6
5
.2

9
5
6
.3

4
6
9
.4

2
7
.3

4
9
.7

7
1
.8

8
1
.9

9
2
.1

2
1
2
.5

5
8
0
.8

3
7
.5

6
6
.8

8
0
.9

9
7
.0

1
0
0
.0

4
2
5
.0

A
8
1
.0

3
5
.8

6
5
.0

8
2
.9

9
6
.4

9
8
.3

5
3
1
.3

B
5
9
.6

1
9
.3

3
5
.9

6
0
.9

7
5
.2

8
7
.6

4
2
5
.0

C
8
1
.6

3
7
.3

6
6
.8

8
5
.4

9
0
.3

9
7
.7

3
1
8
.8

D
4
9
.2

2
3
.6

3
8
.4

4
9
.4

5
7
.4

6
5
.2

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

4
2
5
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

6
.0

%
1
7
.8

%
4
7
.5

%
1
5
.6

%
1
3
.0

%

4
2
5
.0

9
5
6
.3

1
6
.3

6
3
7
.5

9
5
6
.3

0
0
.0

7
4
3
.8

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
2
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

1
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.0

%

1
7
.8

%

4
7
.5

%

1
5
.6

%

1
3
.0

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
文
章
の
構
成
や
展
開
・
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
 
大
問

3（
5）

活
用

A 

 
66
.8
％
】
 

筆
者
は
、
14

段
落
で
「
私
た
ち
は
意
識
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
次
の
〈
条
件
〉

に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。
 

〈
条
件
〉
①
 自

分
が
経
験
し
た
具
体
的
な
事
例
を
基
に
し
て
書
く
こ
と
。

 
 
 
 
②

 八
十
字
以
上
、
百
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

 
解
答
例
 
 
私
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、
文
字
だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
意
図
が
伝
わ
ら
な

か
っ
た
り
、
誤
解
を
生
ん
だ
り
し
た
こ
と
が
あ
る
。
非
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 
 ■
 
分
析
 

 
 
通
過
率
を
段
階
別
に
見
る
と
、
R1
＝
13
.8
％
、
R2
＝
42
.3
％
、
R3
＝
69
.6
％
、
R4
＝
89
.4
％
、
R5

＝
87
.6
％
で
あ
る
。
誤
答
例
を
見
る
と
、「

内
容
が
不
適
切
、
ま
た
は
、
意
味
が
通
ら
な
い
」
が

13
.7
％
と
高
く
、
次
い
で
「
字
数
を
守
り
、
自
分
の
考
え
を
書
い
て
い
る
が
、
自
分
が
経
験
し
た
具

体
的
事
例
を
基
に
し
て
書
い
て
い
な
い
」
が

6.
2％

で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

こ
の
設
問
は
、
筆
者
の
考
え
を
正
し
く
読
み
取
り
、
自
ら
の
経
験
と
結
び
付
け
て
考
え
を
ま
と
め

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
上
記
の
結
果
か
ら
、
普
段
か
ら
身
の
回
り
の
物
事
に
対
し
て
自
分
と
の
関

わ
り
を
捉
え
た
り
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
考
え
た
り
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
 

 

■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

文
章
に
対
し
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
た
め
に
は
、
大
前
提
と
し
て
内
容
を
正
し
く
読
み
取
る
力

を
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
、
指
導
者
は
「
文
章
の
構
造
と
内
容
の
把
握
」
→
「
精
査
・
解
釈
」

→
「
考
え
の
形
成
・
共
有
」
の
過
程
を
意
識
し
た
学
習
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
説
明
的
文

章
を
読
む
と
き
は
内
容
と
形
式
の
両
方
か
ら
解
釈
す
る
。
特
に
筆
者
が
内
容
に
説
得
力
を
も
た

せ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
事
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
か
、
事
例
が
考
え
の
根
拠
と
な
り

得
て
い
る
か
、
論
理
の
展
開
が
妥
当
か
と
い
う
観
点
で
読
む
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
 

（
2）

説
明
的
文
章
に
対
す
る
学
習
者
の
興
味
・
関
心
は
各
自
違
っ
て
く
る
た
め
、
学
習
者
自
ら
が
何

を
学
び
た
い
の
か
、
ど
ん
な
問
い
を
も
っ
て
読
む
の
か
、
課
題
を
自
ら
が
決
め
、
自
分
な
り
の

計
画
を
立
て
、
自
分
な
り
の
仕
方
で
解
決
す
る
学
び
方
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
協
同
し
な
が

ら
考
察
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
読
み
手
が
も
つ
知
識
や
経
験
は
異
な
る
た
め
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
多
種
多
様
な
考
え
を
他
者
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
付
き
を
促
し
、

一
層
の
深
ま
り
や
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
題
材
の
捉
え
方
、
材
料
の
用
い
方
、
根
拠
の
明
確
さ
な
ど
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
こ
と
 

大
問

5(
3)
活
用

S 
10
.8
％
】
 

報
告
文
の
「
3 

調
べ
た
内
容
」
の
「
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
に
関
す
る
経
験
」
を
よ

り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
助
言
を
し
ま
す
。
助
言
の
内
容
と
理
由
を
書
き
な
さ
い
。
 
 
 

正
答
例
 
根
拠
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
具
体
的
な
数
字
や
グ
ラ
フ
が
入
っ
た
資
料
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
数
値
が
高
く
な
っ
て
い
る
か
な
ど
が
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る
と

思
う
。
 

 ■
 
分
析
 

全
体
の
通
過
率
は

10
.8
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
見
る
と

R1
＝
0.
9％

、
R2
＝
2.
6％

、
R3
＝

9.
2％

で
、
R4
＝
11
.6
％
、
R5
＝
31
.5
％
で
あ
り
、
全
体
的
に
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
無
答
率
は
全

体
で

29
.2
％
、
段
階
別
に
見
る
と
、
R1
＝
73
.3
％
、
R2
＝
47
.5
％
、
R3
＝
25
.8
％
、
R4
＝
18
.2
％
、

R5
＝
9.
2％

と
な
り
、
R1
・
2
は
特
に
無
答
率
が
高
い
。
 

 ■
 
考
察
 

こ
の
設
問
は
、
提
示
さ
れ
た
報
告
文
の
改
善
点
を
見
付
け
、
そ
れ
に
対
す
る
助
言
を
そ
の
根
拠
と

と
も
に
考
え
る
設
問
で
あ
る
。
報
告
文
の
部
分
的
な
誤
り
を
見
付
け
る
の
で
は
な
く
、「

よ
い
報
告

文
」
を
考
え
た
う
え
で
改
善
点
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
総
合
的
な
表
現
力
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、「

読
み
手
」
と
し
て
「
分
か
り
に
く
い
部
分
」
に
気
が
付
く
と
と
も
に
、「

書
き
手
」

と
し
て
「
分
か
り
や
す
い
表
現
」
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
設
問
で
あ
る
。
 

 
そ
の
た
め
に
、
通
過
率
が
低
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

こ
の
設
問
で
求
め
ら
れ
て
い
る
力
は
、
学
ん
だ
り
調
べ
た
り
し
た
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
活
動
の
み
で
な
く
、
学
習
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
科
書
の
内
容

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
制
作
、
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
表
現
活
動
に
つ
な
げ
た
り
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
の
話
し
合
い
活
動
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
教

科
書
を
批
判
的
に
読
ん
で
改
善
点
を
提
案
し
た
り
、
リ
ラ
イ
ト
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
様

な
視
点
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
2）

上
記
の
活
動
を
形
式
的
に
行
う
だ
け
で
は
、
内
容
の
紹
介
や
要
約
的
な
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま

う
。
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
学
習
課
題
と
し
、
そ
の
た
め
に
、
必
要
な
情
報
と
不
要
な
情

報
の
取
捨
選
択
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
ど
ん
な
根
拠
が
あ
れ
ば
説
得
力
が
増
す
の
か
等

に
つ
い
て
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
。
自
分
た
ち
の
発
表
あ
る
い
は
作

品
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
か
ど
う
か
な
ど
を
、
学
習
者
同
士
の
対
話
的
な
学
び
を
通
し
て
意
見
を

出
し
合
い
、
考
え
を
深
め
、
表
現
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

て
聞

く
こ

と
ど

の
よ

う
な

構
成

や
展

開
で

話
し

て
い

る
か

を
考

え
て

聞
く

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
2
.2

4
0
.8

6
0
.2

7
4
.2

8
2
.5

9
5
.9

0
.8

7
.7

1
.0

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

、
自

分
の

考
え

と
比

較
す

る
こ

と
話

し
手

の
考

え
と

比
較

し
、

立
場

を
明

確
に

し
て

理
由

と
共

に
考

え
を

書
く

。
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

9
0
.0

4
9
.2

8
4
.1

9
3
.5

9
8
.1

9
9
.2

1
.5

1
4
.6

1
.8

0
.4

0
.0

0
.0

3
2

1
同

音
異

義
語

や
多

義
的

な
意

味
を

表
す

語
句

な
ど

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

文
脈

に
沿

っ
て

語
句

の
意

味
を

理
解

し
、

正
し

い
漢

字
や

熟
語

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

6
2
.1

3
4
.6

4
6
.9

6
1
.5

7
9
.0

9
1
.1

0
.3

3
.1

0
.0

0
.2

0
.0

0
.0

4
2

2
単

語
の

活
用

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

活
用

す
る

自
立

語
・

付
属

語
を

押
さ

え
て

、
単

語
を

分
類

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
0
.9

2
0
.8

4
6
.9

6
0
.6

7
8
.8

9
4
.3

0
.5

5
.4

0
.5

0
.1

0
.0

0
.0

5
3

1
抽

象
的

な
概

念
を

表
す

語
句

に
注

意
し

て
読

む
こ

と
論

の
展

開
を

追
い

な
が

ら
抽

象
的

な
表

現
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
を

文
脈

か
ら

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
2
.3

2
0
.0

4
9
.5

7
7
.3

9
2
.3

9
7
.6

0
.2

3
.1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

2
文

章
全

体
と

部
分

の
関

係
を

内
容

の
理

解
に

役
立

て
る

こ
と

各
段

落
が

文
章

全
体

の
中

で
果

た
す

役
割

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
3
.0

2
3
.1

3
5
.9

6
6
.1

8
6
.2

9
4
.3

0
.5

6
.9

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

3
例

示
の

効
果

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
例

示
が

筆
者

の
論

の
展

開
の

中
で

果
た

し
て

い
る

役
割

を
考

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
5
.4

1
4
.6

4
5
.3

6
7
.4

8
9
.1

9
3
.5

0
.9

7
.7

1
.0

0
.3

0
.0

0
.8

8
3

4
文

章
の

構
成

・
展

開
・

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
、

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

筆
者

の
表

現
の

仕
方

の
特

徴
を

根
拠

を
明

確
に

し
て

捉
え

る
。

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
2
6
.0

2
.3

6
.8

2
5
.1

4
1
.1

7
2
.4

1
6
.9

6
0
.0

3
2
.3

1
1
.4

5
.8

0
.8

9
3

5
文

章
に

表
れ

て
い

る
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

筆
者

の
も

の
の

見
方

や
考

え
方

に
対

し
て

、
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
て

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

6
1
.1

8
.5

3
4
.4

6
5
.5

8
5
.4

9
1
.1

1
3
.8

6
0
.0

3
1
.3

7
.4

1
.1

0
.0

1
0

4
1

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
描

写
の

効
果

を
考

え
、

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
9
.6

3
2
.3

6
7
.2

8
3
.9

9
1
.8

9
7
.6

0
.9

9
.2

0
.8

0
.2

0
.0

0
.0

1
1

4
2

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

言
葉

や
行

動
の

意
味

を
理

解
す

る
こ

と
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
3
.3

2
0
.8

3
4
.6

5
3
.3

7
4
.5

8
1
.3

1
.1

1
0
.8

0
.8

0
.3

0
.3

0
.0

1
2

4
3

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
根

拠
を

明
確

に
し

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
表

現
の

効
果

に
つ

い
て

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
2
6
.0

1
.5

8
.9

2
4
.3

4
1
.1

7
2
.4

2
6
.9

7
1
.5

4
4
.8

2
3
.2

1
0
.9

3
.3

1
3

4
4

文
章

に
表

れ
て

い
る

も
の

の
見

方
や

考
え

方
に

つ
い

て
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

知
識

や
体

験
を

基
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
6
5
.8

1
1
.5

3
7
.5

7
0
.6

9
1
.5

9
5
.1

2
0
.5

6
9
.2

3
9
.6
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す
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落
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述
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【
文
章
全
体
と
部
分
の
関
係
を
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る
こ
と
 
大
問

3（
2）

基
礎

B 
63
.0
％
】
 

文
章
の
中
で
、
４
段
落
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か

ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
正
答
イ
３
段
落
ま
で
の
内
容
に
対
し
て
新
た
な
見
方
を
示
し
、
筆
者
の
主
張
の
根
拠
を
示
す
役
割
。

 
 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

63
.0
％
で
あ
り
、
段
階
別
に
見
る
と

R1
＝
23
.1
％
、
R2
＝
35
.9
％
、
R3
＝

66
.1
％
、
R4
＝
86
.2
％
、
R5
＝
94
.3
％
で
あ
っ
た
、
抽
出
校
の
誤
答
率
を
見
る
と
、
ウ
が

13
.4
％
、

ア
が

11
.5
％
、
エ
が

9.
0％

と
一
定
数
い
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
正
答
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、
3
段
落
と

4
段
落
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

を
適
切
に
読
み
取
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
正
答
は
前
段
落
の
内
容
に
対
し
て
「
新
た
な
見
方
を
示

し
…
」
で
あ
る
。
他
の
三
つ
の
選
択
肢
で
あ
る
「
反
論
」「

言
い
換
え
」「

一
般
的
な
論
説
の
提
示
」

で
は
な
い
と
判
断
す
る
た
め
に
は
、
4
段
落
の
冒
頭
の
「
む
し
ろ
こ
う
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。」

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
段
落
の
書
き
出
し
の
叙
述
を
読
み
、

意
味
を
捉
え
る
こ
と
で
つ
な
が
り
を
判
断
で
き
る
。
そ
の
学
習
が
不
可
欠
で
あ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

段
落
相
互
の
関
係
を
捉
え
る
際
に
は
、
指
示
語
、
接
続
語
や
中
心
文
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
表
現
さ
れ
て
い
る
内
容
が
理
解
で
き
て
も
、
設
問
の
選
択
肢
に
あ
る
抽
象
化
さ
れ
た
相
互

関
係
の
意
味
を
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
各
段
落
の
関
係
や
役
割
を
小
見
出
し

に
し
た
り
一
文
で
ま
と
め
た
り
す
る
な
ど
の
学
習
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
段
落
相
互
の
関
係

を
考
慮
し
て
文
章
を
構
成
す
る
と
、
聞
き
手
や
読
み
手
に
は
内
容
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
こ
と

に
も
気
付
か
せ
、
日
頃
目
に
す
る
文
章
に
関
心
が
も
て
る
よ
う
に
し
た
い
。
 

（
2）

幾
つ
か
の
論
説
文
を
比
べ
読
み
し
、
文
章
の
構
成
に
着
目
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
学
習
者
が
意

欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
学
習
者
の
学
び
へ
の
意
欲
と
探
究
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が

り
、
結
果
的
に
学
習
内
容
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
成
果
も
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
ま

ず
幾
つ
か
の
論
説
文
を
用
意
し
、
比
べ
読
み
を
行
い
、「

最
も
筆
者
の
考
え
が
説
得
力
の
あ
る
段

落
構
成
で
著
さ
れ
て
い
る
論
説
文
を
選
択
す
る
」
こ
と
を
学
習
課
題
と
し
て
、
自
分
な
り
の
根

拠
を
基
に
選
ぶ
。
根
拠
を
検
討
す
る
こ
と
に
個
別
の
学
び
が
発
揮
さ
れ
る
。
選
ん
だ
文
章
に
つ

い
て
学
習
者
同
士
が
意
見
交
流
を
行
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
多
様
な
考
え
を
知
る
き
っ
か
け
に

も
な
り
、
多
様
な
考
え
を
も
ち
寄
る
こ
と
で
学
ぶ
内
容
は
価
値
の
高
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
知

る
経
験
に
も
な
る
。
そ
の
過
程
で
学
習
者
は
自
ら
の
考
え
を
再
考
し
形
成
し
て
い
く
。
 

【
語
句
や
文
の
使
い
方
、
段
落
相
互
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
確
か
め
る
こ
と
 
大
問

5（
2）

 

活
用

A 
47
.5
％
】
 

―
線
「
け
れ
ど
も
」
を
適
切
な
言
葉
に
書
き
直
し
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
言
葉
を
用
い
る
理
由

を
、
５
段
落
が
も
つ
役
割
を
考
え
て
書
き
な
さ
い
。
 

正
答
 
適
切
な
言
葉
：
た
と
え
ば
 

理
由
：「

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
の
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
段
落
だ
か
ら
 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

47
.5
％
で
あ
り
、
段
階
別
に
見
る
と

R1
＝
2.
3％

、
R2
＝
16
.1
％
、
R3
＝

48
.2
％
、
R4
＝
80
.6
％
、
R5
＝
86
.2
％
で
あ
っ
た
。
R3

の
通
過
率
は
半
数
に
満
た
ず
、
R4
・
5
の
通

過
率
も
他
の
設
問
と
比
較
し
て
低
い
。
誤
答
の
類
型
は
、「
『
け
れ
ど
も
』
を
書
き
直
し
て
い
な
い
」

が
9.
9％

、「
内
容
が
不
適
切
、
又
は
意
味
が
通
ら
な
い
」
が

25
.8
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
R1
～
5
に
共
通
し
て
他
の
設
問
よ
り
も
通
過
率
が
低
く
、
段
落
ど
う
し
の
結
び
付
き
に
着
目
し
て
、

ま
と
ま
り
ご
と
に
内
容
を
読
み
取
る
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
誤
答
の
状
況
か
ら
、
前

の
段
落
で
「
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
性
」
を
述
べ
、
5
段
落
で
具
体
的
な
改
善
策
を

例
示
し
て
い
る
と
い
う
構
成
が
、
正
し
く
読
み
取
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。「

た
と
え
ば
」
と

い
う
接
続
語
が
そ
の
後
の
具
体
例
を
挙
げ
る
文
章
に
つ
な
が
る
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
な
い
。
 

 

■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

意
見
文
は
、
筆
者
が
読
み
手
や
聞
き
手
に
筆
者
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
旨
と

す
る
。
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
段
落
構
成
に
し
た
ら
、
そ
の
ね
ら
い
を
果
た
せ
る
か
を
検
討

の
中
心
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
考
え
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
意
見
と
そ
の
意

見
の
根
拠
に
な
る
部
分
を
効
果
的
に
構
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
段
落
を
つ
な
ぐ

適
切
な
接
続
語
に
も
注
目
す
る
。
大
問

5
の
文
章
で
は
、
中
心
的
な
部
分
の
後
に
付
加
的
な
部
分

が
述
べ
ら
れ
る
と
い
う
論
理
の
展
開
で
あ
る
。
意
見
（
中
心
的
な
部
分
）
→
事
実
・
根
拠
・
具

体
例
（
付
加
的
な
部
分
）
と
い
う
ま
と
ま
り
か
ら
、
そ
の
構
成
の
効
果
を
考
え
た
い
。
 

（
2）

意
見
文
の
文
章
構
成
に
着
目
し
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
が
内
容
に
つ
い
て
納
得
で
き
る
よ
う
な
構
成

案
に
基
づ
い
た
意
見
を
発
表
す
る
展
開
を
組
み
立
て
る
。
学
習
課
題
は
「
読
み
手
に
意
見
を
伝

え
る
た
め
に
効
果
的
な
文
章
構
成
を
考
え
る
」
と
し
て
、
特
に
意
見
・
事
実
・
根
拠
・
具
体
例

を
構
成
要
素
と
接
続
語
の
選
び
方
に
考
慮
し
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
向
か
う
よ
う
に
し
た
い
。

個
人
や
グ
ル
ー
プ
等
学
習
者
が
解
決
に
向
け
て
試
行
錯
誤
す
る
方
法
を
選
択
す
る
。
デ
ィ
ベ
ー

ト
や
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
等
、
実
際
の
場
面
を
捉
え
て
取
り
組
み
た
い
。
聴
衆
と
な
る
仲
間
に
は
、

話
し
方
で
は
な
く
内
容
の
構
成
に
着
目
す
る
よ
う
に
視
点
を
も
た
せ
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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４ 総括：国語教育における学びの構造転換に向けて        
 

国語科の調査結果では、平成 27 年度以降、中学校第 3 学年における R3 以上の割合の増

加がみられる。一方、学年進行に伴って R1・2 が増加する傾向にも変化がない。つまずき、

学び残しを解消し、言葉による見方・考え方を働かせて自ら知を学び取る学び方を全ての

児童・生徒に育むため、真の学習者主体を追求する学びの構造転換が必要である。 

観点別の考察では、書く能力に依然として大きな課題がみられた。学習者自身が、自分

の思いや考えを伝えたいと願い、目的意識、相手意識を明確にもたなければ学びの必然性

を伴った学習課題は生まれない。何をどのように伝えたいか、そのためにどのように書き

方を工夫したらよいかと書き手が意識し、課題を解決しようと文章の構成を考えたり、推

敲したりしていく中でこそ探究に没頭することができる。そして、「自分の書き方は読み

手に思いが伝わっているか」「他の書き方を知りたい」という思いをもつからこそ、他者

の力を必要とし、自ら対話を求めて、必然的に協同の学びが生じるのである。その中で、

自分の書き方が認められ、書き手としての自信につながり、また、より適切な言葉や表現

を知り、自分が何を身に付けたらよいかが分かり、新たな課題を見付けることができる。 

次に、読む能力では、文章の形式、表現に関する考えの形成についての設問に課題がみ

られた。書き方の工夫や表現の効果について理解する力を育てることが必要である。その

ためには、筆者の意図や、行動や情景描写などの表現が文章全体に与える効果について、

自分なりの考えをもち、追究する読みが求められる。その考えを出発点に課題を見付け、

文章の形式やどのような叙述に着目して読むかを選び、決定する。言葉による見方・考え

方を働かせ、作品や他者との対話により、多様な考えに触れ、自己内対話が深まる。 

例えば、小学校第 6 学年「やまなし」では、読んだ印象や感想を交流する中で、読み深

めたい学習課題を自己決定する活動を設定する。学習材のもつ不思議さや分からなさが未

知との出会いとなり、もっと読みたい、分かりたいという思いから探究的に読む学習単元

である。読む視点は内容や表現の特徴、優れた表現が考えられ、初めに立てる課題も「題

名の理由」「クラムボンとは」など多様である。一人一人が自分の課題解決に合った叙述

や表現に着目し、書き抜いたり、図式化したり、それまでの学びを活用しながら自分の考

えを形成していく。探究の過程で、例えば「『白いかばの花びら』や『光のあみはゆらゆ

ら』は美しい様子だ」と新たに心に響いた表現に着目し、「なぜ恐ろしく辛い出来事の後

に美しい情景を描いているのだろう」といった疑問をもつことで課題が発展する。それま

で着目していた表現と新たなそれとを関連させて考え、「凄惨な出来事があっても美しい

ものは存在するという現実」に気付く。言語活動についても、自己の課題解決と学習のま

とめを表現するために朗読したり、本の帯を作ったりと適切なものを選び取るだろう。教

師が忘れてはならないのは、協同もまたその基本を学習者が必要に応じて選び取る学び方

の選択肢としながらも、時に異なる解釈や考えをもつ他者に意図的に出会わせ、それをき

っかけに学習集団全体としても読みの広さと深さを追究する関わりをすることである。 

このように、個別に課題を選び決めることで自ら問いをもち、課題を立てる力と学び方

を同時に身に付けることができる。じっくりと探究に浸り、その中で内発する協同が言葉

による見方・考え方を広げ深めるとともに、問いをもち続け、学び続ける学習者を育成す

ることが可能になる。国語科における学びの構造転換が目指す姿である。 
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